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要   因

②MーNETリモコンシステムの場合
チェック方法と処理不具合現象または点検コード

リモコンに運転表示されるが、
一部の室内ユニットが動作し
ない

・室内ユニットの電源が入っていない
・同一グループ内の室内ユニット又はリモコン
のアドレスミス
・異冷媒のグルーピングでリモコンで初期登録
していない
・室内ユニット制御基板のヒューズ切れ

異常発生が以下のうちどれかを確認す
る。
① システム全体
② 冷媒系統内全て
③ 同一グループ内のみ
④ 一台の室内ユニットのみ

＜システム全体の場合および冷媒系統
内全ての場合＞
・熱源ユニットの自己診断LEDを確認
する
・左記項目のうち熱源ユニットの関連
している項目を確認する

＜同一グループ内のみおよび一台の室
内ユニットのみ場合＞
・左記項目のうち室内ユニットの関連
している項目を確認する

・室内ユニットの電源が入っていない
・室内ユニット制御基板のヒューズ切れ

室内ユニット運転してもすぐ
リモコンが消える

・ロスナイの電源が入っていない
・異冷媒のロスナイで異冷媒の熱源ユニットの
電源が入っていない
・室内ユニットに既にロスナイ（１台）登録さ
れている
・ロスナイのアドレスが異なっている
・ロスナイのアドレスを設定していない
・ロスナイが伝送線に接続されていない

ロスナイとの連動登録が正常
にできない

・熱源ユニットの電源が入っていない
・冷媒系統内の室内ユニット又はリモコンの
接続台数オーバー
・ＭＡリモコン線にＭ－NETリモコン接続
・室内－熱源伝送線のショート／断線
・Ｍ－ＮＥＴリモコン線のショート／断線

リモコンに通電表示（ ）
されていない
（MーNETリモコン給電なし）

・伝送線用給電拡張ユニットの電源が入ってい
ない
・熱源ユニット“00”のままとなっている
・室内ユニット又はリモコンのアドレス設定ミス
・室内－熱源伝送線にＭＡリモコンが接続されている
・熱源補助ユニットの伝送線ショート／断線

リモコンの“PLEASE WAIT”
(“HO”)が消えない
又は、“ PLEASE WAIT”
(“HO”)を周期的に繰返す
（熱源ユニットの電源投入後通
常最大5分“PLEASE WAIT”
(“HO”)表示されます）

・室内－熱源伝送線がTB7に接続されている
・室内－熱源伝送線ショート又は断線・接触不良

リモコンに通電表示（ ）
が表示されているが運転しない
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<6>次の現象は故障（異常）ではありません

消  灯

オートベーンが勝手に動く。

元電源をONしたとき最大約5分間
室内ユニットリモコンに右のよう
な表示をする。

運転SW“ON”しても風速が設定
値にならない。

現   象

冷（暖）房運転しても室内ユニッ
トが運転しない。

運転停止してもドレンポンプが停
止しない。

暖房運転中風速設定が切換わる。

冷暖房切換時に室内ユニットおよ
び分流コントローラーから音が出
る場合がある。

冷媒回路の切換音ですので異常ではありません。通常表示

運転直後に室内ユニットから冷媒
流動音が出る場合がある。

過渡的な冷媒流動の不安定によるものですので異常では
ありません。

暖房運転以外の室内ユニットへの冷媒寝込み防止を目的
にLEVを微開にしているためで異常ではありません。万
一不具合となる場合には、「Ⅰ[5] 機器選定時の注意事項」
に従って対応してください。（WYシリーズのみ）

通常表示

暖房運転以外の室内ユニットから
温風が出る場合がある。

通常表示

停止中でもドレンポンプが運転する。
停止中でもドレン水が発生した場合は、ドレンポンプを
運転します。

消  灯

冷房運転停止時は、停止後、3分間ドレンポンプを運転
してから停止します。

運転停止してもファンが停止しない。

他の室内ユニットが暖（冷）房運転をしている場合、冷
（暖）房運転はできません。（WYシリーズのみ）

オートベーンの制御動作により、冷房時、下吹きで使用し
た場合、１時間経過すると自動的に水平吹出しになること
があります。暖房時の霜取時、ホットアジャスト時、およ
びサーモ“OFF”時は、自動的に水平吹出しとなります。

サーモ“OFF”時は微風運転となります。
サーモ“ON”時、時間または配管温度により、微風→設
定値へ自動的に切換わります。（WYシリーズのみ）

補助電気ヒーター“ON”時は、停止後１分間余熱排除
としてファンを運転します。

SW“ON”後5分間、又は配管温度35℃迄微風、
その後2分間弱風の後、設定値になります。
（ホットアジャスト制御）

システムの立ち上げをしています。
“HO”または“PLEASE WAIT”の点滅表示が消えたあ
とにリモコンの操作をしてください。

リモコン表示

“冷（暖）房”
点滅表示

通常表示

通常表示

消  灯

暖房準備中

“HO”または
“PLEASE WAIT”

点滅表示

原   因
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VII 受注仕様
[1] ブライン仕様

本仕様では、循環水温－5～45℃で使用可能となります。但し、循環水にブラインを追加してください。

<1>ブライン凍結温度線図

 

 

（注 1） 図は化学薬品会社のデータを参照しています。
 ただし、凍結温度条件は各会社により若干異なりますので、化学薬品会社に直接詳細データを
 確認してください。
（注2） 凍結温度が -15℃以下となるようにブライン濃度を設定してください。
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-40
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度
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<2>ブライン補正線図
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<3>循環水温度補正線図
PQRY-P224,280,335,400,450,500,560DMG9
PQRY-P450,500,560,630,670,730,775,850,900,950,1000SDMG9
PQHY-P224,280,335,400,450,500,560DMG9
PQHY-P450,500,560,630,670,730,775,850,900,950,1000SDMG9
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①冷房循環水温度補正 ②暖房循環水温度補正
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PQRY-P630DMG9
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[2] 循環水量制御仕様 (0 -10V 仕様 )
本機能では、熱源機ユニットの運転状態から熱源ユニットに必要となる循環水量を計算し、現地手配の水量制御弁開度を
調整するための信号を出力します。熱源機ユニットが部分負荷運転をしている際には水量制御弁開度低下の要求を出力
し、熱源機ユニットに供給される循環水量が低減されるので、水回路システム内で使用される循環水を搬送するポンプの
動力削減が可能となります。

<1>仕様
1. 対象基板

熱源ユニット内に標準装備される I/O基板を取合いとして信号出力が可能です。

2. 変流量制御用の信号出力
DC 0～ 10V

熱源機ユニットのDipSW設定にて信号出力の設定変更が可能です。
（水量制御弁の仕様に応じて設定が必要になります。）

(注 1) 機能設定はSW6-10を ONにし、SW4を設定し、SWP1を2秒以上押すことにより設定値を変更（OFF⇔ON）
します。
設定値は LED3点灯：ON、消灯：OFFとなります。
正しく設定されていることを LED3表示などで確実に確認ください。
制御基板の交換時に再設定が必要となりますので、設定した項目は制御箱パネルに貼付の電気配線図ラベルに記入し
てください。

(注 2) A：OCの設定が必要です。
B：OCおよびOS両方の設定が必要で、かつ、必ず同一の設定が必要です。
C：OCとOSにおいて、それぞれ両方の設定が必要です。
D：OCまたはOSの内、いずれか一方の設定で動作します。

熱源機ユニットの運転状態から熱源機ユニットに必要となる循環水量を計算し、DC 0 ～ 10Vの範囲で出力します。（詳
細については<2>1. を参照ください。）

3. 電源供給
3～ 200V … 熱源機ユニット用
AC24V or DC24V … 循環水量制御信号用、水量制御弁 (電動弁 ) 用
水量制御の電源に関するシステム図については、図3-1 および表3-1を参照ください。

4. 水温範囲
10～ 45℃（ブライン仕様の場合、-5～ 45℃）
循環水量制御機能の有効 /無効に関わらず同じ範囲になります。

5. 水量範囲
各熱源機ユニットで必要となる水量範囲は下表のとおりです。

循環水量制御機能の有効 /無効に関わらず同じ範囲になります。

6. 水回路部品
現地手配にて準備が必要となります。
循環水量制御に関係する水回路部品でいえば、例えば、水量制御弁 (電動弁 ), 調整弁 , 遮断弁等が挙げられます。各バル
ブの仕様は、熱源機ユニットの水量範囲に適した仕様を選定する必要があります。
循環水量制御の水回路部品に関するシステム図については、図3-1 および表3-1を参照ください。
熱源機ユニット組合せ時でも、各ユニットに水量制御弁が必要となります。

7. 電気配線
現地手配にて準備が必要となります。
水量制御の電源に関するシステム図については、図3-1 および表3-2を参照ください。

スイッチ 機能
スイッチ操作による動き

スイッチ
設定タイミング

設定
ユニット
(注 2)

OFF
（LED3消灯）

ON
（LED3点灯）

SW4
1～10
[0:OFF,1:ON]
( 注 1)
SW6-10:ON

No.810 0101010011 循環水量制御信号出力

0V：全開
　　 (full open)
10V：全閉
　　　(close)
[ デフォルト ]

0V：全閉
　　 (close)
10V：全開
　　　(full open)

通電後
圧縮機停止時 C

形名 循環水量範囲
P224～ P335 8～ 12HP 3.0 ～ 7.2m3/h (50 ～ 120L/min)
P355～ P670 13～ 24HP 6.0 ～ 14.4m3/h (100～ 240L/min)
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<2>循環水量制御用信号出力
1. 水量制御のための信号出力

運転状態から算出した必要循環水量 (水量制御弁開度 )から水量制御弁開度を調整するための信号を出力します。
信号出力条件としては、3つのパターンがあります。

(注 1) 出力信号のバラツキが上表に対して最大で約10%発生する可能性があります。
現地での試運転の際には、出力信号のバラツキを考慮しても熱源機ユニットに供給される循環水量が使用範囲内
であることを確認してください。
(丸部の出力電圧 : 水量使用範囲のMin 以上 , 二重丸部の出力電圧 : 水量使用範囲のMax以内）

( 注 2) 熱源機ユニットの運転を安定させるために、一時的にバルブ要求開度が使用範囲内で変動する場合があります。
(注 3) 変流量制御弁への開度指令が失われても、熱源機ユニットへの循環水供給を確保するため、0Vで全開 (full 

open) となる水量制御弁 ,Dip SW設定を推奨します。
(注 4) 熱源機ユニット組合せ時でも、各ユニット毎に水量制御弁を設置し、ユニット毎に循環水量を調整してくださ

い。

2. 水量制御弁 (電動弁 ) の仕様について
水量制御弁 (電動弁 ) については下記のことに注意して選定ください。

(1) 熱源機ユニットの水量範囲とアナログ信号出力範囲からバルブ容量を選定する。
(2) 熱源機ユニットへの水量制御用電源にあわせ、AC24V or DC24V電源のバルブを推奨します。
(3) 水量制御弁への開度指令が失われても、熱源機ユニットへの循環水供給を確保するため、反転機能付き (0Vで全開 (full 

open)) のバルブを推奨します。
(4) 試運転、メンテナンスを考慮し、手動操作可能、現在開度が確認できる仕様のバルブを推奨します。
(5) Common端子同士が水量制御弁回路内で接続してある仕様の水量調整弁をAC24V電源で使用する場合、 I/O基板

( 熱源機ユニット内 )と水量制御弁 (現地手配 )への電源供給は別電源を使用ください。（図2-3参照）

状態 A B C
条件 停止時 サーモOFF時 圧縮機運転中

DipSW4(810)=OFF 10V 5V (Min 水量 ) 5 ～ 0V(100%時 )
DipSW4(810)=ON 0V 7.6V (Min 水量 ) 7.6 ～ 9.1V(100%時 )

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

100

出
力
電
圧
[V
]

必要循環水量[%]
～

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

100

出
力
電
圧
[V
]

必要循環水量[%]
～

(注1) 

(注1) 

(注1) 

(注1) 

図2-1　アナログ信号出力（DipSW4(810)=OFF時） 図2-2　アナログ信号出力（DipSW4(810)=ON時）

図2-3　水量制御弁とI/O基板への電源配線接続例

I/O基板(TB9) 
1
2

3
4
5
6

電　源

0 -10V
入力回路

水量制御弁
1
2

3
4

I/O基板用電源供給
(AC24V)

水量制御弁用電源供給
(AC24V)

別電源
（現地手配）

Common端子同士が
接続（非絶縁）

DC0～10V

GND

｛
｛
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<3>簡易システム図

表3-1　水回路システム

表3-2　電気配線図

シンボル 部品名称 用途 備考
(1) 水量制御弁 (電動弁 ) 水量制御弁 現地手配 (<2>2. 参照 )
(2) 調整弁 循環水量を運転範囲内に調整 現地手配
(3) 遮断弁 機器メンテナンス用 現地手配
(4) フロースイッチ 最低循環水量検知用 現地手配

シンボル 名称 仕様 接続例 備考
① 弁開度指令 (ユニット1) DC 0～ 10V ユニット1(TB9-5,6) ～水量制御弁1 アナログ出力
② 弁開度指令 (ユニット2) DC 0～ 10V ユニット2(TB9-5,6) ～水量制御弁2 アナログ出力
③ ポンプ運転ON信号 ( ユニット1) AC 200V ユニット1(TB8-1,2) ～制御盤 デジタル出力
④ ポンプ運転ON信号 ( ユニット2) AC 200V ユニット2(TB8-1,2) ～制御盤 デジタル出力
⑤ ポンプインターロック (ユニット1) AC 200V フロースイッチ～ユニット1(TB8-3,4) デジタル入力
⑥ ポンプインターロック (ユニット2) AC 200V フロースイッチ～ユニット2(TB8-3,4) デジタル入力
⑦ 水量制御弁用電源 (ユニット1) AC24V or DC24V 制御盤～水量制御弁1 電源供給 (現地手配 )
⑧ 水量制御弁用電源 (ユニット2) AC24V or DC24V 制御盤～水量制御弁2 電源供給 (現地手配 )
⑨ アナログ出力用電源 (ユニット1) AC24V or DC24V 制御盤～ユニット1(TB9-1,2) 電源供給 (現地手配 )
⑩ アナログ出力用電源 (ユニット2) AC24V or DC24V 制御盤～ユニット2(TB9-1,2) 電源供給 (現地手配 )

※1 DC24V電源を使用する場合、配線は " － " 側を TB9-1、" ＋ " 側を TB9-2 へ接続してください。
※2 Common端子同士が接続してある仕様の水量調整弁をAC24V電源で使用する場合、MV用電源（⑦ , ⑧）とアナ

ログ出力用電源 (⑨ , ⑩）は別電源を準備ください。
※1,※2を守らなかった場合、I/O基板が故障します。

：水配管
：電源配線
：信号配線

図3-1　簡易システム図（水回路、電源、信号）

M 

M 

(3) 

(2) 

(2) 

(3) 

(1) (3) 

(1) (3) 

熱源機 
ユニット1 

5 6 1 2
TB9

3 4 1 2
TB8

ポンプ運転ON信号  

ポンプ運転ON信号  

 ポンプインターロック  

AC200V 

AC200V 

 開度指令  

DC0～10V 
AC24V or DC24V 

熱源機 
ユニット2 

5 6 1 2
TB9

3 4 1 2
TB8

 ポンプインターロック  

AC200V 

AC200V 

 開度指令   DC0～10V 

AC24V or DC24V (※1) 

AC24V or DC24V 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑩ 

⑨ 

⑧ 

⑦ 

※2 

AC24V or DC24V (※1) 

(4) 

(4) 

I/O基板 I/O基板 
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<4>電気配線図
水量制御に関係する端子台TB8およびTB9は I/O基板に設置されています。
配線施工は各熱源機ユニットで実施する必要があります。

表3-2　電気配線図
シンボル 名称 仕様 接続例 備考
① 弁開度指令 (ユニット1) DC 0～ 10V ユニット1(TB9-5,6) ～水量制御弁1 アナログ出力
② 弁開度指令 (ユニット2) DC 0～ 10V ユニット2(TB9-5,6) ～水量制御弁2 アナログ出力
③ ポンプ運転ON信号 ( ユニット1) AC 200V ユニット1(TB8-1,2) ～制御盤 デジタル出力
④ ポンプ運転ON信号 ( ユニット2) AC 200V ユニット2(TB8-1,2) ～制御盤 デジタル出力
⑤ ポンプインターロック (ユニット1) AC 200V フロースイッチ～ユニット1(TB8-3,4) デジタル入力
⑥ ポンプインターロック (ユニット2) AC 200V フロースイッチ～ユニット2(TB8-3,4) デジタル入力
⑦ 水量制御弁用電源 (ユニット1) AC24V or DC24V 制御盤～水量制御弁1 電源供給 (現地手配 )
⑧ 水量制御弁用電源 (ユニット2) AC24V or DC24V 制御盤～水量制御弁2 電源供給 (現地手配 )
⑨ アナログ出力用電源 (ユニット1) AC24V or DC24V 制御盤～ユニット1(TB9-1,2) 電源供給 (現地手配 )
⑩ アナログ出力用電源 (ユニット2) AC24V or DC24V 制御盤～ユニット2(TB9-1,2) 電源供給 (現地手配 )

※1 DC24V電源を使用する場合、配線は " － " 側を TB9-1、" ＋ " 側を TB9-2 へ接続してください。
※2 Common端子同士が接続してある仕様の水量調整弁をAC24V電源で使用する場合、MV用電源（⑦ , ⑧）とアナロ

グ出力用電源 (⑨ , ⑩）は別電源を準備ください。
※1,※2を守らなかった場合、I/O基板が故障します。

図4-1　熱源機ユニット 電気配線図

図4-2　I/O Board配線図

(注1)　TB8,9に接続する配線の端子は絶縁被覆付きの端子としてください。

①/② ⑨/⑩ 

⑤/⑥

 

③/④ 
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<5>据付工事
循環水量制御の現地工事の際には、以下の点に注意ください。

1. 循環水量制御システムに必要な水回路部品が設置されていることを確認ください。
図3-1, 表 3-1 参照
熱源機ユニット組合せ時でも、各ユニット毎に水量制御弁が設置されていること

2. 循環水量制御システムに必要な配線 (電源配線 , 信号配線 )を接続してください。
図3-1, 表 3-2 参照

3. 熱源機を含めた循環水量制御システムが正常に動作することを確認ください。

4. 熱源機ユニットに供給される循環水が使用範囲内であることを確認ください。
循環水温度が使用範囲内であること
水ストレーナに詰まりなきこと
循環水量は、単独、組合せユニットのサーモOFF、運転時でも使用範囲内であること
ポンプ1台で複数系統の熱源機ユニットをまかなう場合は、系統内の熱源ユニットの運転/停止にかかわらず各ユニット
に供給される循環水量が使用範囲内であること
水量制御弁の動作確認、循環水量の使用範囲内確認用にDC0～ 10V出力機器を準備することを推奨します。

5. 循環水量制御システムを使用範囲内でお使いいただくために、システムの運用について確認ください。
ストレーナ詰まりなどを考慮した、運用中の供給水量の管理
運用中の水質調整方法
水回路システムの状態が変化した時の対応
例えば、断水、循環水量範囲外、ストレーナの詰まり、エアがみ、ポンプ不良、水量制御弁不良、ポンプインターロッ
ク不良等
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<6>循環水量制御拡張機能
以下の設定をすることで、ﾎﾟﾝﾌﾟの動力を低減することが可能になります（ただし、熱源機運転開始が数分遅れる可能性
があります）

(注 1) 機能設定はSW6-10を ONにし、SW4を設定し、SWP1を2秒以上押すことにより設定値を変更（OFF⇔ON）
します。設定値は LED3点灯：ON、消灯：OFFとなります。
正しく設定されていることを LED3表示などで確実に確認ください。
制御基板の交換時に再設定が必要となりますので、設定した項目は制御箱パネルに貼付の電気配線図ラベルに記入し
てください。

(注 2)  A：OCの設定が必要です。
 B：OCおよびOS両方の設定が必要で、かつ、必ず同一の設定が必要です。
 C：OCとOSにおいて、それぞれ両方の設定が必要です。
 D：OCまたはOSの内、いずれか一方の設定で動作します。

(注 3)  上記機能設定は必ず以下の組合せにて設定してください。
 ・SW4(901):OFF　かつ　SW4(917):ON　（全熱源機 (OC/OS) ｻｰﾓ OFF 時ﾎﾟﾝﾌﾟ運転、水量制御弁開） 
 ・SW4(901):ON 　かつ　SW4(917):OFF （全熱源機 (OC/OS) ｻｰﾓ OFF 時ﾎﾟﾝﾌﾟ停止、水量制御弁閉）

スイッチ 機能
スイッチ操作による動き

スイッチ
設定タイミング

設定
ユニットOFF

（LED3消灯）
ON

（LED3点灯）
SW4
1～10
[0:OFF,1:ON]
( 注 1)
SW6-10:ON

No.901 1010000111

全熱源機
(OC/OS)
ｻｰﾓ OFF 時信
号出力変更

全熱源機 (OC/
OS) ｻｰﾓ OFF時
水量調整弁開
(Min 水量 )
[ デフォルト ]

全熱源機 (OC/
OS) ｻｰﾓOFF時水
量調整弁閉

通電後圧縮機停
止時 C

SW4
1～10
[0:OFF,1:ON]
( 注 1)
SW6-10:ON

No.917 1010100111 ﾎﾟﾝﾌﾟ連動信号出力

熱源機ｻｰﾓ ON時
出力
[デフォルト ]

ｺﾝﾄﾛｰﾗｰからの冷
暖運転受信時出力

通電後圧縮機停
止時 C

標準設定

・DipSW4(901)=OFF
・DipSW4(917)=ONリモコンON

バルブ開度

時間
水量

OC

時間
熱源機運転

時間

熱源機
運転状態 停止 サーモOFF サーモON

バルブ開度

時間
水量

OS

時間
熱源機運転

時間

熱源機
運転状態 停止 サーモOFF サーモON

OC/OS
同時

TB8-3,4

時間

TB8-1,2

時間

ON

OFF

ポンプ連動信号

ポンプインターロック検知

DipSW4(917)=ON

min
0

min
0

ポンプ動力低減設定

・DipSW4(901)=ON
・DipSW4(917)=OFFリモコンON

バルブ開度

時間
水量

時間
熱源機運転

時間

熱源機
運転状態 停止 サーモOFF サーモON

バルブ開度

時間
水量

時間
熱源機運転

時間

熱源機
運転状態 停止 サーモOFF サーモON

TB8-3,4

時間

TB8-1,2

時間

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ポンプ連動信号

ポンプインターロック検知

DipSW4(917)=OFF

min
0

min
0

全熱源機 (OC/OS) サーモOFF時循環水停止

標準設定と比較して
ポンプ動力低減が可能
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[3] 循環水量制御仕様 (4 -20mA仕様 )
本機能では、熱源機ユニットの運転状態から熱源ユニットに必要となる循環水量を計算し、現地手配の水量制御弁開度を
調整するための信号を出力します。熱源機ユニットが部分負荷運転をしている際には水量制御弁開度低下の要求を出力
し、熱源機ユニットに供給される循環水量が低減されるので、水回路システム内で使用される循環水を搬送するポンプの
動力削減が可能となります。

<1>仕様
1. 対象基板

熱源ユニット内に標準装備される I/O基板を取合いとして信号出力が可能です。

2. 変流量制御用の信号出力
4～20mA
熱源機ユニットのDipSW設定にて信号出力の設定変更が可能です。
（水量制御弁の仕様に応じて設定が必要になります。）

(注 1) 機能設定はSW6-10を ONにし、SW4を設定し、SWP1を2秒以上押すことにより設定値を変更（OFF⇔ON）
します。
設定値は LED3点灯：ON、消灯：OFFとなります。
正しく設定されていることを LED3表示などで確実に確認ください。
制御基板の交換時に再設定が必要となりますので、設定した項目は制御箱パネルに貼付の電気配線図ラベルに記入し
てください。

(注 2) A：OCの設定が必要です。
B：OCおよびOS両方の設定が必要で、かつ、必ず同一の設定が必要です。
C：OCとOSにおいて、それぞれ両方の設定が必要です。
D：OCまたはOSの内、いずれか一方の設定で動作します。

熱源機ユニットの運転状態から熱源機ユニットに必要となる循環水量を計算し、4～20mAの範囲で出力します。
（詳細については<2>1. を参照ください。）
本仕様を改造して0-10V仕様として使用しないでください。I/O基板が破損します。

3. 電源供給
3～ 200V … 熱源機ユニット用
水量制御の電源に関するシステム図については、図3-1 および表3-1を参照ください。

4. 水温範囲
10～ 45℃（ブライン仕様の場合、-5～ 45℃）
循環水量制御機能の有効 /無効に関わらず同じ範囲になります。

5. 水量範囲
各熱源機ユニットで必要となる水量範囲は下表のとおりです。

循環水量制御機能の有効 /無効に関わらず同じ範囲になります。

6. 水回路部品
現地手配にて準備が必要となります。
循環水量制御に関係する水回路部品でいえば、例えば、水量制御弁 (電動弁 ), 調整弁 , 遮断弁等が挙げられます。各バル
ブの仕様は、熱源機ユニットの水量範囲に適した仕様を選定する必要があります。
循環水量制御の水回路部品に関するシステム図については、図3-1 および表3-1を参照ください。
熱源機ユニット組合せ時でも、各ユニットに水量制御弁が必要となります。

7. 電気配線
現地手配にて準備が必要となります。
水量制御の電源に関するシステム図については、図3-1 および表3-2を参照ください。

スイッチ 機能
スイッチ操作による動き

スイッチ
設定タイミング

設定
ユニット
(注 2)

OFF
（LED3消灯）

ON
（LED3点灯）

SW4
1～10
[0:OFF,1:ON]
( 注 1)
SW6-10:ON

No.810 0101010011 循環水量制御信号出力

4mA：全開
　　 (full open)
20mA：全閉
　　　 (close)
[ デフォルト ]

4mA：全閉
　　  (close)
20mA：全開
　　　(full open)

通電後
圧縮機停止時 C

形名 循環水量範囲
P224～ P335 8～ 12HP 3.0 ～ 7.2m3/h (50 ～ 120L/min)
P355～ P670 13～ 24HP 6.0 ～ 14.4m3/h (100～ 240L/min)
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<2>循環水量制御用信号出力
1. 水量制御のための信号出力

運転状態から算出した必要循環水量 (水量制御弁開度 )から水量制御弁開度を調整するための信号を出力します。
信号出力条件としては、3つのパターンがあります。

(注 1) 出力信号のバラツキが上表に対して最大で約12%発生する可能性があります。
現地での試運転の際には、出力信号のバラツキを考慮しても熱源機ユニットに供給される循環水量が使用範囲内
であることを確認してください。
(丸部の出力電圧 : 水量使用範囲のMin 以上 , 二重丸部の出力電圧 : 水量使用範囲のMax以内）

( 注 2) 熱源機ユニットの運転を安定させるために、一時的にバルブ要求開度が使用範囲内で変動する場合があります。
(注 3) 変流量制御弁への開度指令が失われても、熱源機ユニットへの循環水供給を確保するため、0Vで全開 (full 

open) となる水量制御弁 ,Dip SW設定を推奨します。
(注 4) 熱源機ユニット組合せ時でも、各ユニット毎に水量制御弁を設置し、ユニット毎に循環水量を調整してくださ

い。

2. 水量制御弁 (電動弁 ) の仕様について
水量制御弁 (電動弁 ) については下記のことに注意して選定ください。

(1) 熱源機ユニットの水量範囲とアナログ信号出力範囲からバルブ容量を選定する。
(2) 試運転、メンテナンスを考慮し、手動操作可能、現在開度が確認できる仕様のバルブを推奨します。

※推奨品については、営業窓口までお問い合わせください。

状態 A B C
条件 停止時 サーモOFF時 圧縮機運転中

DipSW4(810)=OFF 20mA 11.9mA (Min 水量 ) 11.9 ～ 4.0mA(100%時 )
DipSW4(810)=ON 4mA 16.1mA (Min 水量 ) 16.1 ～ 18.6mA(100%時 )

必要循環水量[%]
100～

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

出
力
電
流
[ｍ
Ａ
]

出
力
電
流
[ｍ
Ａ
]

必要循環水量[%]
100～

(注1) 

(注1) 

(注1) 
(注1) 

図2-1　アナログ信号出力（DipSW4(810)=OFF時） 図2-2　アナログ信号出力（DipSW4(810)=ON時）
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<3>簡易システム図

表3-1　水回路システム

表3-2　電気配線図

シンボル 部品名称 用途 備考
(1) 水量制御弁 (電動弁 ) 水量制御弁 現地手配 (<2>2. 参照 )
(2) 調整弁 循環水量を運転範囲内に調整 現地手配
(3) 遮断弁 機器メンテナンス用 現地手配
(4) フロースイッチ 最低循環水量検知用 現地手配

シンボル 名称 仕様 接続例 備考
① 弁開度指令 (ユニット1) DC 0～ 10V ユニット1～水量制御弁1 アナログ出力
② 弁開度指令 (ユニット2) DC 0～ 10V ユニット2～水量制御弁2 アナログ出力
③ ポンプ運転ON信号 ( ユニット1) AC 200V ユニット1(TB8-1,2) ～制御盤 デジタル出力
④ ポンプ運転ON信号 ( ユニット2) AC 200V ユニット2(TB8-1,2) ～制御盤 デジタル出力
⑤ ポンプインターロック (ユニット1) AC 200V フロースイッチ～ユニット1(TB8-3,4) デジタル入力
⑥ ポンプインターロック (ユニット2) AC 200V フロースイッチ～ユニット2(TB8-3,4) デジタル入力
⑦ 水量制御弁用電源 (ユニット1) ※2 ユニット1～水量制御弁1 電源供給
⑧ 水量制御弁用電源 (ユニット2) ※2 ユニット2～水量制御弁2 電源供給

※1 据付工事説明書「循環水量制御仕様 (4-20mA仕様 )」を参照ください。
※2 詳細は営業窓口までお問い合わせください。

：水配管
：電源配線
：信号配線

図3-1　簡易システム図

M 

M 

(3) 

(2) 

(2) 

(3) 

(1) (3) 

(1) (3) 

熱源機 
ユニット1 

3 4 1 2
TB8

ポンプ運転ON信号  

ポンプ運転ON信号  

 ポンプインターロック  

AC200V 

AC200V 

 開度指令  

4～20mA

熱源機 
ユニット2 

※1※1

3 4 1 2
TB8

 ポンプインターロック  

AC200V 

AC200V 

 開度指令   4～20mA

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑦ ※2 

※2 

(4) 

(4) 
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<4>電気配線図
据付工事説明書「循環水量制御仕様 (4-20mA仕様 )」を参照ください。

<5>据付工事
循環水量制御の現地工事の際には、以下の点に注意ください。

1. 循環水量制御システムに必要な水回路部品が設置されていることを確認ください。
図3-1, 表 3-1 参照
熱源機ユニット組合せ時でも、各ユニット毎に水量制御弁が設置されていること

2. 循環水量制御システムに必要な配線 (電源配線 , 信号配線 )を接続してください。
図3-1, 表 3-2 参照

3. 熱源機を含めた循環水量制御システムが正常に動作することを確認ください。

4. 熱源機ユニットに供給される循環水が使用範囲内であることを確認ください。
循環水温度が使用範囲内であること
水ストレーナに詰まりなきこと
循環水量は、単独、組合せユニットのサーモOFF、運転時でも使用範囲内であること
ポンプ1台で複数系統の熱源機ユニットをまかなう場合は、系統内の熱源ユニットの運転/停止にかかわらず各ユニット
に供給される循環水量が使用範囲内であること

5. 循環水量制御システムを使用範囲内でお使いいただくために、システムの運用について確認ください。
ストレーナ詰まりなどを考慮した、運用中の供給水量の管理
運用中の水質調整方法
水回路システムの状態が変化した時の対応
例えば、断水、循環水量範囲外、ストレーナの詰まり、エアがみ、ポンプ不良、水量制御弁不良、ポンプインターロッ
ク不良等

<6>循環水量制御拡張機能
VII[2]<6>を参照ください。
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I システム設計
[1] システム制御
<1>遠方入出力制御

1. 室内ユニット

【入出力コネクターの仕様】

熱源ユニット

室内ユニット分流コントローラー
CN51 CN52 CN32 CN41

室内ユニット
CN51 CN52 CN32 CN41

CN51 CN3D

手元リモコン

機    能 使用用途 分類 使用端子 使用オプション 

室内ユニットグループ毎に外部からの接点・スイッチ等の 
入・切により、発停制御をする方法 
＊タイマーアダプターとして使用可能 （注1） 
＊「切忘れ防止」や「強制停止」として使用可能 

 
室内ユニットグループ毎に外部からのパルス入力（a接点） 
により、運転／停止を反転させ発停制御をする方法 

 
室内ユニットグループ毎にHA, JEMA規格によるHA端子で、 
発停制御をする方法 
＊本規格に合致したテレコンからの発停制御として使用可能 

室内ユニット毎に外部からの接点・スイッチ等の入・切に 
より、冷暖房運転の禁止（強制送風）制御をする方法 
＊室内ユニット毎のデマンド制御として使用可能 
 
 
室内ユニットグループ毎に外部へ信号を取出す方法 
＊運転状態の表示装置として使用可能 
＊外部機器との連動制御として使用可能 

遠方／手元切換（注3） 
 
発停 (レベル )    （注2） 
 

 
発停 (パルス )    （注2）

 
 
 
 
発停 (パルス ) 
（HA, JEMA規格）（注2）  
 

デマンド（レベル） 
 
 
運転状態 
異常状態 
運転モード（暖房）状態 
運転モード（冷房・ドライ）状態 
サーモON(または送風)状態 

CN32 
 
 

CN51  

 

CN41 
 
 

CN52 
 
 

CN51 
 

CN52

遠方発停用アダプター 
（PAC-SE55RA） 
 
 
遠方表示用アダプター 

（注4, 5） （PAC-SA88HA） 
M制御用遠方表示キット 
（PAC-YU80HK） 
 
 
 
 

  

 

M制御用遠方表示キット（注5） 
（PAC-YU80HK） 

 
 
 
 
 
 
 

入力 
（注1） 
 
 
 
 
 
 

出力 
（注6） 

（注1）信号入力は、グループ内の親機のみに接続してください。 
     （ただし、デマンド入力は室内ユニット個別に信号入力が必要です。） 
（注2）グループ運転で発停入力を使用する場合は、手元リモコンが必要です。（MAリモコンまたはMーNETリモコン） 
（注3）“遠方”設定時には、手元リモコンからの操作はできません。リモコンは“集中管理表示”となります。 
（注4）CN51またはCN52を出力信号と併用する場合は、M制御用遠方表示キットを必ずご使用ください。 
（注5）M制御用遠方表示キットは、CN51およびCN52の入力信号としてもご使用になれます。 
（注6）信号出力の「運転状態」および「運転モード（暖房／冷房・ドライ）状態」をご使用になる場合は、親機のみに接続してください。 
    「異常状態」「サーモON（または送風）状態」をご使用になる場合は、室内ユニット個別に接続してください。 

遠方表示用アダプター 
（注4, 5）

 
（PAC-SA88HA） 
M制御用遠方表示キット 
（PAC-YU80HK） 
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ON
SW1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

スイッチの見方例：左記スイッチは１～5がON、6～10がOFFを示します。

M制御遠方表示キット 

表示用電源 

運転状態 

異 常 
送風機・ 
サーモON状態 

コモン 

発 停 

デマンド 

デマンド 

有電圧入力 

無電圧入力 

リレー接点出力 

発 停 

外部電源 

冷房・ドライ 
状態 
暖房状態 

端子台接続 コネクター接続 

SW21

L1

L2

L3

L4

L5

SW22

SW12

SW11

CN53

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

TB21

TB22

TB23

XE

XD

XC

XB

XA

COM

1

2

BC

B1

B2

AC

A1

A2

3

4

5

CN54

XA

XB

XC

XD

XE

CN51

室内ユニット 
制御基板 

CN52

配線長は最大100mまで 

＜有電圧入力の場合＞ 

SW22

DC12～24V 
入力電流（1接点あたり） 
約10mA（DC12V） 

＜無電圧入力の場合＞ 

接点定格 DC15V  0.1A以上 
最小適用負荷1mA以下 

＜リレー接点出力＞ 

リレー 
接点定格   AC250V/DC30V 1A 
最小適用負荷 DC5V 10mA

SW12 SW21

SW11

遠方発停スイッチ 
※SWを押す（パルス入力する）
毎にON／OFFを反転します。 

デマンドスイッチ 
※SW ON時、冷暖房運転を禁止
（強制送風）します。 

外部 
電源 

遠方発停スイッチ 
※SWを押す（パルス入力する）
毎にON／OFFを反転します。 

デマンドスイッチ 
※SW ON時、冷暖房運転を禁止
（強制送風）します。 

表示用 
電源 

DC30V  1A 
AC100V/200V  1A

L1 運転状態表示ランプ 
L2

L3

L4

L5

異常状態表示ランプ 
SW1-5 ON時 ：サーモON 
SW1-5 OFF時：送風機状態表

示ランプ 

冷房・ドライ状態表示ランプ 

暖房状態表示ランプ 

XA～XE

●室内ユニット側の設定 
1) 発停（パルス）は遠方/手元切換(CN32)が、"手元"に設定されている場合にのみ使用可能
です。 

2) サーモON状態を表示するには、アドレス基板上のDipＳＷ1－5をONにセットしてくださ
い。  
工場出荷時設定は、OFF（送風機状態表示）です。 

（D）入出力信号用コネクター仕様
（a）M制御用遠方表示キット（PAC-YU80HK）

※本表示キットは、フリープラン室内ユニット（Cタイプ以降）用です。出力信号をご利用時には、必ず本
　表示キットをご使用ください。遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）は使用できません。

（B）入出力信号組合せ制限

（C）発停（パルス）入力仕様

（A）遠方／手元切換（CN32）を使用した場合の説明

SW1－5 
ON :サーモＯＮ状態表示 
OFF:送風機状態表示 

項　目
入力信号

パルス規格

パルス信号（a接点）　

200ms以上
（パルス通電時間）

200ms以上
（パルス間隔）

内　　　容

1
2
3
4
5

発停の種類

遠方／手元切換
発停（パルス）
HA発停(JEMA)
電源発停
停電自動復帰

（注1） 発停 (パルス)・電源発停・停電自動復帰は、遠方／手元切換（CN32）が“手元”に設定されて
 いる場合にのみ使用可能です。ご使用には十分ご注意ください。

CN32
CN51
CN41
ー
ー

遠方／手元
切換
ー

発停
（パルス）
△（注1）
ー

HA発停
(JEMA)
△（注1）
○
ー

電源発停

△（注1）
○
○
ー

復電自動復帰

△（注1）
○
○
×
ー

遠方手元切換
OFF
ON
ON

発停
OFF
OFF
ON

状態
手元／許可
遠方／停止
遠方／運転

リモコン表示および操作
操作有効

遠方中は“集中管理表示”
リモコン運転操作［ON/OFF］禁止（無効）
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（c）遠方発停用アダプター（PAC-SE55RA）

（b）遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）

室内ユニット
制御基板

遠方表示用
アダプター
茶1

赤2

橙3

黄4

緑5

絶縁

絶縁

絶縁
Z

CN51

室内ユニット
制御基板

遠方表示用
アダプター
茶1

赤2

橙3

黄4

緑5

絶縁

リ
レ
ー
電
源 絶縁

絶縁

X

SW1

Z

SW2

リ
レ
ー
電
源

CN52X

■ CN51（発停入力のみ） ■ CN52（デマンド入力のみ）

SW1

X: リレー（接点定格 DC15V 0.1A以上 最小適用負荷1mA以下）

遠方発停スイッチ（モーメンタリースイッチ）
※SWを押す（パルス入力する）毎にON／OFFを反転します。 SW2

Z: リレー（接点定格 DC15V 0.1A以上 最小適用負荷 1mA以下）

デマンドスイッチ
※SW ON時、冷暖房運転を禁止（強制送風）します。

室内ユニット
制御基板

遠方発停用
アダプター

橙1

赤2

茶3

配線長は最大10mまで延長可能

リ
レ
ー
電
源

SW1SW2

Y

X

CN32 SW1

SW2

X, Y: リレー（接点定格 DC15V 0.1A以上 最小適用負荷 1mA以下）

遠方／手元切換スイッチ

発停スイッチ
※SW1が ON時のみ有効

YX

配線長は最大10mまで延長可能 配線長は最大10mまで延長可能
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2. 熱源ユニット

( )

（注1）低騒音モードは、熱源ユニットの Dip SW6-8がOFFのときに有効となります。 
    Dip SW6-8がONの場合は低騒音モード入力および、デマンド入力により4段階のデマンド制御が可能です。 
          同一冷媒回路系の熱源ユニット台数が2台の場合は、8段階デマンド制御が可能です。 
（注2）詳細は<2>デマンド制御概要を参照してください。 
（注3）同一冷媒回路系統に複数の熱源ユニットが存在する場合、熱源ユニットごとの状態を個別に出力します。 
（注4）同一冷媒回路系統に複数の熱源ユニットが存在する場合、熱源ユニット（OC）から外部へ信号を取出してください。 
（注5）同一冷媒回路系統に複数の熱源ユニットが存在する場合、熱源ユニットが1つでも出力状態になれば、複数熱源ユニットから同一の
          出力をします。 

(注6) 配線は付加絶縁対応してください。
(注7) IECかそれ相当の基準を満たすリレー・開閉器を使用してください。
(注8) アクティブフィルター運転信号入力は CN3D（デマンド , 低騒音モード入力）、CN3S（スノーセンサー入力）の
　　　いずれかを任意に選択できます。アクティブフィルターを制御用に使用した際、入力信号部は他の機能に
　　　使用できませんが、残りの機能は使用可能です。
(注9) 熱源ユニット制御基板上 CN51 をアクティブフィルターとの連動制御に使用した場合、
　　　アクティブフィルター内 AF基板上の CN51 を代用できます。

機   能 使   用   用   途 分類 

デマンド(レベル)

圧縮機運転状態（注3）

異常状態（注4）

低騒音モード（レベル）
（注1）

入力 

出力 

熱源ユニットへの外部からの入力により、冷暖房運転の禁止（サーモOFF）制御
をする方法 
＊冷媒系統毎のデマンド制御として使用可能 

熱源ユニットの運転状態を出力する方法
　熱源ユニットの運転と水回路のポンプの運転を連動させる場合は、下記②で
　ご使用ください。

 信号出力パターンSW4　No.917 
  ①OFF時
   圧縮機運転中に信号出力 
  ②ON時（出荷時設定） 
   コントローラーから冷房または暖房信号受信時に信号出力 

（サーモOFF時の圧縮機停止中でも信号出力）

熱源ユニットから外部へ信号を取出す方法 
＊運転状態の表示装置として使用可能 
＊外部機器との連動制御として使用可能 

＊OCのSWを設定してください。

熱源ユニットへの外部からの入力により、熱源ユニットの低騒音運転を行います。
＊冷媒系統毎の低騒音運転として使用可能 

アクティブフィルター 
運転信号入力 

②ポンプ連動運転信号
 （注5） 

①圧縮機運転状態
 （注5） 

アクティブフィルターの運転確認信号を入力（注8）

ポンプインターロック 
信号入力 水回路ポンプ（現地手配）のポンプインターロック信号を入力 

使用端子 

CN3D 
（注2） 

CN51（注9）

CN3D
または
CN3S

TB8 
（3-4極間） 
※無電圧接点入力
AC250V 
10mA以上 
接点最小適用
負荷

  5mA以下 

TB8 
（1-2極間） 
※接点定格 
  AC200V 
1A以下 

使用オプション 

外部入力用 
アダプター 
 PAC－ 
 SC36NA

外部出力用 
アダプター 
 PAC－ 
 SC37SA

■CN51 ■CN3D

遠方制御盤 熱源ユニット
制御基板 

リレー回路 (PAC-SC37SA) 

外部出力用 
アダプター 遠方制御盤 熱源ユニット 

制御基板 
リレー回路 (PAC-SC36NA) 

外部入力用 
アダプター 

CN51 CN3D

X Y

X

Y

緑５ 

黄４ 

橙３ 

橙１ 

茶２ 

赤３ 

ラ
ン
プ
電
源 

配線長さは最大10mまで L1   ：異常表示ランプ 
L2   ：圧縮機運転表示ランプ 
X,Y  ：リレー（DC12V用コイル定格0.9W以下） 

配線長さは最大10mまで 
SW1：低騒音モード指令orデマンド指令 
SW2：デマンド指令 
X,Y   ：リレー   

L1 L2
リ
レ

電
源

現地手配 現地手配 

接点定格 DC15V  0.1A以上 
最小適用負荷 1mA以下 

Y
X

SW1 SW2

X Y
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＜電気回路図例＞ 

TM1

TM2

1
TB8

熱源ユニット 

ポンプ連動運転信号 

ポンプインターロック 

ポンプ連動運転信号 

ポンプインターロック 

熱源ユニット 

他熱源ユニット 

2

3

4

1
TB8

2

3

4

52P

MP

制御板（現地手配） 

52P

TM1

MCB

TM2

AC200V

TM1, 2 ：タイマーリレー
（通電ON後、設定時間遅延して接点ON、
通電OFF後は即接点OFF）

52P ：ポンプ用コンタクター
MP ：水回路用ポンプ
MCB ：開閉器

※TB8の3, 4へポンプインターロック回路を接続してください。

注：信号出力パターン"DIP SW4 No.917 ONに設定してください。
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<2>デマンド制御概要 

１．制御概要
熱源ユニットOCおよびOSへの外部信号(CN3Dの1-2、1-3ピン)によりデマンド制御をおこないます。 
熱源ユニットOC、OSのDipSW6-8の設定により、2～8段階のデマンド制御が可能です。 

 表．制御内容 

No DipSW6-8 CN3Dへの入力　注２ 
 

デマンド容量切替 
OC OS

① ２段階(0-100%) OFF OFF OCへ入力 
② ４段階 ON OFF OCへ入力 
③ (0-50-75-100%) OFF ON OSへ入力

④
８段階 

ON ON OCおよびOSへ入力(0-25-38-50- 63-75-88-100%) 

注１： 有効なデマンド機能
上表①②のみの２～４段階まで

熱源ユニット2台組合せシステムOC＋OS時：
：
上表①②③④のみの２～８段階まで

注２： SW6-8ON となっている熱源ユニットのCN3Dへ入力します｡全てSW6-8 OFF の場合はOCへ
入力します。
SW6-8ON とする熱源ユニットは、同一冷媒系統内で任意に選択可能です。

注４：デマンドの容量（％）は、圧縮機運転容量の概算値ですので、能力値は必ずしも一致しません。 

注５：低騒音モードとの併用の注意 

◆単独システムでの４段階デマンドと低騒音モードの併用 
◆２台組合せシステムでの８段階デマンドと低騒音モードの併用

熱源ユニット単独システム時

注３：以下のような誤切替えをするとサーモOFF （圧縮機停止）となる可能性があります。
 例えば、100⇒50％に変更する場合

（誤）100％⇒0％⇒50％：サーモOFFとなる可能性あります。
（正）100％⇒75％⇒50％

低騒音モードを有効とするためには、いずれかの熱源ユニットがSW6-8OFF 状態で、その
熱源ユニットのCN3D の1-2 ピンへ閉入力とすることが必要です。
従って、全熱源ユニットSW6-8ON となる場合、以下の対応はできません。

２．接点入力方法と制御内容

２－１．２段階デマンド制御内容 

ＣＮ３Ｄ 
１－３ 
開 ｘ＝１００％
閉 ｘ＝０％ 

・CN3D1-3 ピン閉でサーモOFF モードと同じ制御をおこないます。
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ＣＮ３Ｄ １－２P 
１－３Ｐ 開 閉
開 ｘ＝１００％ ｘ＝７５％ 
閉 ｘ＝０％ ｘ＝５０％ 

２－２．４ 段階デマンド制御内容（熱源ユニット1台がSW6-8ON の場合）
SW6-8ON となっている熱源ユニットのCN3D(1-3P、1-2P)の入力状態で以下のデマンド容量
となります。

２－３． ８ 段階デマンド制御内容（熱源ユニット2台がSW6-8ON の場合）
 SW6-8ON となっている熱源ユニット2 台（No1、2：注1）のCN3D(1-3P、1-2P)の入力状態で
 以下のデマンド容量となります。

注1 ：熱源ユニットのNo1、No2 とは、SW6-8ON 熱源ユニットのうちアドレスが
 若い方をNo1 、他方をNo2 としています。
 例） SW6-8ON の熱源ユニットがOC とOS の場合、No1＝OC 、No2＝OS 
  となります。 

開　放

100％

50％

88％

75％

短　絡

50％

0％

38％

25％

開　放

88％

38％

75％

63％

短　絡

75％

25％

63％

50％

短　絡

開　放

短　絡

開　放1-2P

1-2P 1-3P
1-3P

No.1の
CN3D

8段階デマンド
No.2のCN3D

開　放

短　絡

開　放

短　絡
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<3>室内ユニット200％接続対応機能設定（WR2シリーズのみ）
室内ユニット200％接続対応機能設定とは、熱源ユニットの形名に対して接続可能な室内ユニットの形名合計容量を
150％から200％に拡大する機能(※1)です。

室内ユニット200％接続対応機能を使用する熱源ユニットOCのSW4(775)ON

No 内容

775 室内ユニット200％接続対応 制御無効 制御有効

設定値 SW4 0:OFF、1:ON(※2)（※3）
OFF
（消灯）

ON
（点灯） 1

1

2

1

3

1

4

0

5

0

6

0

7

0

8

0

9

1

10

1

1．熱源ユニットのスイッチ設定
室内ユニット200％接続対応機能設定

2．制御切替
室内ユニット200％接続対応機能設定を有効にすると、熱源ユニットの形名に対して接続可能な室内ユニットの
形名合計容量を150％から200％に拡大します。

3．室内ユニット200％接続対応機能を使用する際の注意事項
・同時に運転できる室内ユニットの形名合計容量は150％までです。
・形名合計容量が150％を超える室内ユニットに運転指令(リモコンON)を送信した場合には、運転指令を受信し
た室内ユニット順に待機状態となります。
・運転中の室内ユニットの一部が停止やサーモOFFした際には、先押し優先で待機している室内ユニットがサーモ
ONします。待機中の室内ユニットの内、待機順が先頭の室内ユニットが同時運転可能な形名合計容量を超える
場合は、次点以降の待機中の室内ユニット容量を確認し、同時運転可能形名合計容量(150％)＞室内ユニット形
名合計容量となる室内ユニットからの運転となります。
・冷媒追加充てん量は、接続システム容量に応じて決定してください。ただし、最大封入冷媒量は従来のシステム
と同じです。

設定手順
 (1) 電源を投入してください。
 (2) 熱源ユニットから7100(合計能力エラー)が発報されることを確認してください。
 (3) 7100(合計能力エラー)が発報された状態で、SW4(775)を設定してください。
 (4) 設定完了後、電源リセットし、7100(合計能力エラー)が発報されないことを確認してください。

(※1) 同時に運転できる室内ユニットの形名合計容量は150％までです。
(※2) 機能設定はSW6-10：ON, SW4 を設定し、SWP1 を2 秒以上押すことにより設定を変更します。設定はLED3 で確認

してください。
(※3) 設定完了後、電源リセットしてください。
(※4) 接続可能な室内ユニットの形名合計容量とは、室内ユニット形名の数字を合計したものです。

室内ユニット200％接続対応機能を有効にしたときの接続可能な室内ユニットは、下表のとおりです。

＜室内ユニットに外気処理ユニットが接続される場合＞
・外気処理ユニットの単独システムとする場合、あるいは室内ユニットと組合せたシステムとする場合、カタロ
グ特性（外気負荷熱処理能力・加湿量）を確保するために、接続可能容量比を100％以下となるよう熱源ユニ
ットの選定をお願いします。100％を超えて接続した際、システムエラーは発生しませんが、カタログ特性
（外気負荷熱処理能力・加湿量）を満足できない場合があります。
・室内ユニットと外気処理ユニットを組合せたシステムとする場合、熱源ユニット容量比が150％以下となる
よう熱源ユニットの選定をお願いします。ただし、接続容量が100％を超える場合は、外気処理ユニットの容
量は熱源ユニット容量の30％以下としてください。また、接続容量が100％を超える場合、外気5℃以下で
条件により暖房能力が低下します。

熱源ユニット 室内ユニット

馬力
接続可能なユニットの形名合計容量(※4) 接続可能な台数 接続可能な

ユニット形名形名（容量）
最小 最大

8HP
10HP
12HP
14HP
16HP
18HP
20HP
22HP
24HP
26HP
28HP
30HP
32HP
34HP
36HP

P224形
P280形
P335形
P400形
P450形
P500形
P560形
P630形
P670形
P730形
P775形
P850形
P900形
P950形
P1000形

112
140
168
200
225
250
280
315
335
365
388
425
450
475
450

448
560
670
800
900
1000
1120
1260
1340
1460
1550
1700
1800
1900
2000

1 ～ 15
1 ～ 19
1 ～ 22
1 ～ 27
1 ～ 30
1 ～ 34
1 ～ 38
2 ～ 42
2 ～ 47
2 ～ 49
2 ～ 50
2 ～ 50
2 ～ 50
2 ～ 50
2 ～ 50

P22 ～ 280 形

0000002089.book  302 ページ  ２０２４年２月２８日　水曜日　午後１時３５分



303

I [2]  配線設計とシステム設計

MEES23W057

I シ
ス
テ
ム
設
計

シ
ス
テ
ム
設
計

[2] 配線設計とシステム設計
<1>制御配線の種類と許容長

制御配線は、システム構成により異なります。
制御配線には、「伝送線」と「リモコン線」があり、システム構成により配線の種類および許容長が異なります。
また、以下に示すように、伝送線が長い場合やノイズ源がユニットに近傍している場合は、ノイズ障害防止のためにユ
ニット本体をノイズ源から離してください。

1. M-NET伝送線
M-NET の制約についてはWIN2K に登録している「AE-200J 技術マニュアル / 空調冷熱ネットワーク設計マニュアル」
をご参照ください。
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<2>スイッチ設定の種類と方法

ロスナイ・外気処理ユニット 
M-NETリモコン 
MAリモコン 
ビル用マルチエアコン熱源ユニット 

熱源補助ユニット 

IC

OC,OS 
BC 

BS1～11

記 号 電源遮断ユニットスイッチ設定ユニット

（注1） 室内－熱源伝送線にロスナイを接続する場合です。 

LC 
RC 
MA

熱源ユニット（注3）およびロスナイ 
熱源ユニット（注3） 
室内ユニット 
熱源ユニット（注3） 
熱源ユニット（注3）および熱源補助ユニット 
熱源ユニット（注3）および熱源補助ユニット 

（注1） 

（注2） 

熱源ユニット（注3）および室内ユニット ビル用マルチエアコン 
室内ユニット 親機・子機 

親機 
子機1～11

主・従リモコン 
主・従リモコン 

分流コントローラー 
分流コントローラー 

（注2） 同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。 

（注3） 同一冷媒回路系のすべての熱源ユニットの電源を遮断してください。 

スイッチの設定は、システム構成により設定の要否が異なります。配線工事の前に必ず、【[2] <3>システム接続例】
をご覧ください。
また、スイッチを設定する場合は、必ず電源を遮断した状態で行ってください。
通電状態のままスイッチを操作した場合は、設定内容が変わらず正常に動作しません。

 能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。 

冷媒システム 
単一冷媒 

システムコントローラーとの接続 
－ 

なし 

室内外伝送線に接続あり 

集中管理用伝送線に接続あり 

伝送線用給電ユニット 
－ 

－ 

異冷媒グルーピング運転 
－ 
なし 
あり 

あり／なし 

あり／なし 

あり／なし 

不要 
不要（注1） 

（熱源ユニットから給電） 

あり 

給電切換コネクターの設定 

CN41のまま 
（工場出荷時の設定） 

1台の熱源ユニットのみ、給電切換コネクター(CN41)を 
(CN40)に差換えます。（注2）
 ※CN40に差換えた1台の熱源ユニットの端子台(TB7)の 
  S(シールド)端子とアース端子(  )を短絡してください。

CN41のまま 
（工場出荷時の設定） 

（注1）システム構成により伝送線用給電ユニットの要否が異なります。 
（注2）給電コネクター(CN41)の(CN40)への差換えはシステム内で1台のみとしてください。 

複数冷媒 

③ 室内ユニット室温検出位置の設定（工場出荷時の設定：SW1-1“OFF”）
暖房サーモOFF時にファン停止（室内ユニットのSW1-7，1-8いずれもON）とする場合は、リモコン内蔵セン
サーまたは別売温度センサーを使用してください。
（A）リモコン内蔵センサーを使用する場合は、室内ユニットのSW1-1を“ON”に設定してください。
＊リモコンの機種により、内蔵センサーがないものがあります。
その場合は、室内ユニット内蔵センサーにてご使用ください。
＊リモコン内蔵センサー使用時は、室温検出可能な部分へのリモコン取付けをお願いします。
（注）室温サーモ形給気処理ユニットの工場出荷時はSW1-1が“ON”となります。

（B）別売温度センサーを使用する場合は、室内ユニットのSW1-1を“OFF”、SW3-8を“ON”に設定してください。
＊別売温度センサー使用時は、室温検出可能な部分への温度センサー取付けをお願いします。

② 熱源ユニット集中管理スイッチの設定（工場出荷時の設定：SW5-1“OFF”）

① 熱源ユニット給電切換コネクターの設定（工場出荷時の設定：“CN41”にコネクター接続）
冷媒系統内の総接続台数に制限が発生します。

システム構成 集中管理スイッチの設定（注2） 
システムコントローラーとの接続システム  なし 
システムコントローラーとの接続システム  あり  （注1） 

（注1）LMアダプターのみ接続する場合は、SW2-1は“OFF”のままにしてください。 
（注2）同一冷媒回路系のすべての熱源ユニットのSW2-1を同じ設定としてください。 

OFFのまま（工場出荷時の設定） 
ON
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室 内 ユ ニ ッ ト 復 電 時 の 動 作  機  能 
設定(SW1)（注4,5） 

電源発停（注1, 2, 3） 
停電自動復帰（注6） 

（注1）熱源ユニットの電源は、遮断しないでください。 
     熱源ユニットの電源を遮断して復帰した場合、室内ユニットの電源発停機能の設定に関わらず室内ユニットが停止する場合があります。 
     また、熱源ユニットの電源遮断はクランクケースヒーターの電源が遮断されるため、復電後運転した場合に圧縮機の故障につながる場合が 
     あります。 
（注2）ドレンポンプかつ加湿器搭載機種は対応できません。 
（注3）ドレンポンプ搭載機種は、同一冷媒系統一括の電源発停以外対応できません。 
（注4）グループ内の全ユニットのDipSW設定が必要です。 
（注5）AE-200Jにより汎用制御PLCソフトで空調機の外部入出力を制御する場合は、SW1-9＝ON,SW1-10＝ONに設定してください。 
     このとき、電源発停機能は無効となります。また、本設定時に停電自動復帰機能を使用する場合は、SW1-5をONに設定してください。 
（注6）熱源ユニットと室内ユニットの同時停電の場合に有効です。自家発電機などのご使用で熱源ユニットと室内ユニットの停電、および
     復帰が同時でない場合は別途お問い合わせください。 

電源を切る（停電する）前の状態にかかわらず運転開始（約5分後） 
電源を切る（停電する）前に運転していた場合に運転開始（約5分後） 
電源を切る（停電する）前の状態にかかわらず停止のまま 

9 
OFF 
ON 
OFF

10 
ON 
OFF 
OFF

④ 各種発停制御（室内ユニット設定）
室内ユニットのDipSW（SW1ー9、10）により、室内ユニット（グループ）毎の発停制御が可能です。

⑤ 室内ユニット冷房専用設定（工場出荷時の設定：SW3-1“OFF”）
室内ユニットを冷房専用タイプとして使用される場合は、室内ユニットのSW3-1を“ON”に設定してください。

⑥ 分流コントローラー分岐口数設定（工場出荷時の設定：SW4-6“OFF”）
室内ユニット合計接続容量P91～P280で合流管キットを使用し、分岐口2箇所を合流して接続した場合、SW4-6
を“ON”にしてください。分流コントローラー親機－子機システムの場合は、親機のSWのみを変更してください。
（分流コントローラー子機のSW切換は不要です。）
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熱源ユニット制御基板のSW6-10：ON, SW4、SWP1を使用して機能設定、およびLED3へのモニター表示が可能です。
1) 機能設定はSW6-10：ON, SW4を設定し、SWP1を 2秒以上押すことにより設定値を変更します。 
設定値は LED3にて確認してください。 
制御基板の交換時に再設定が必要となりますので、設定した項目は電気配線図メイバンに記入してください。

項目 No. 内容
設定値（LED3表示） SW4　　0:OFF、1:ON（SW6-10：ON）

SWP1
OFF（消灯） ON（点灯） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

モニター
（SW6-10：ON）

0 運転／停止／立ち上げ中 停止中 ※2 運転中 ※2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －
1 リレー出力表示　COMP運転中 OFF ON 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －
2 リレー出力表示　給電 OFF ON 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 －
8 OC/OS OS OC 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 －
32 異常発生元 本機以外 本機 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 －
80 リレー出力表示　72C OFF ON 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 －
81 リレー出力表示　21S4a OFF ON 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 －
82 リレー出力表示　21S4b OFF ON 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 －
85 リレー出力表示　CH11 OFF ON 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 －
87 リレー出力表示　SV1a OFF ON 1 1 1 0 1 0 1 0 0 0 －
94 リレー出力表示　SV4a OFF ON 0 1 1 1 1 0 1 0 0 0 －
95 リレー出力表示　SV4b OFF ON 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 －
97 リレー出力表示　SV4d OFF ON 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 －
101 リレー出力表示　SV7a OFF ON 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 －
102 リレー出力表示　SV7b OFF ON 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 －
104 リレー出力表示　SV9 OFF ON 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 －
107 リレー出力表示　SV7c OFF ON 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 －
108 リレー出力表示　SV7 OFF ON 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 －
111 リレー出力表示　MF1 OFF ON 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 －
112 リレー出力表示　MF2 OFF ON 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 －
775 室内ユニット 200%接続対応 制御無効 制御有効 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1

※1 正しく設定されていることを LED3表示などで確実に確認してください。
※2 立ち上げ中は点滅します。
※3 運転停止時に設定してください。設定完了後、電源リセットしてください。
※4 SWP1を 2秒以上押してください。
※5 実施中は点滅します。
※6 工場出荷時は、全てOFF状態となっています。
※7 WYシリーズでは室内ユニット200％接続が対応できない場合があります。詳細は営業窓口までお問い合わせください。

2) モニター表示はSW6-10：ON, SW4を設定し、LED3にて確認してください。
3) SW6-10をOFFに設定し、熱源ユニット制御基板上のコネクタCN7S1、およびCN7S2に別売部品（A制御サービス
点検キット：PAC-SG50ST）を2個接続することにより、サービス LEDでユニットの運転状態確認、故障判定を LED3
でのモニターより詳細に行うことができます。SW6-10をONに設定した場合は、LED3モニター項目No. 設定項目
No. を表示します。

設定 ※1
（SW6-10：ON）

788 ETシフト制御有効無効切替 制御無効 制御有効 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 設定 ※4
設定 ※4

789 アドバンストパワーセーブ
制御切替1

No.789・No.790＝OFF・OFF

OFF
圧縮機運転中に信号出力
ON
コントローラーから冷房または
暖房信号受信時に信号出力
(熱源ユニットの運転と水回路の
ポンプの運転を連動させる場合
に設定必要)

制御無効
No.789・No.790＝ON・OFF
制御有効（弱）
No.789・No.790＝OFF・ON
制御有効（中）
No.789・No.790＝ON・ON
制御有効（強）

1 0 1 0 1 0 0 0 1 1

1 0 1 0 1 0 0 11 1

設定 ※4

790

917

アドバンストパワーセーブ

運転状態出力切替

制御切替2 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 設定 ※4

設定 ※4

⑦ 熱源ユニットの機能設定とモニター表示（SW4）

※7
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＊ SW5, SW6の設定は通電前に実施してください。（SW6-10除く）
＊ 特に指定のないスイッチ設定は工場出荷時設定から変更しないでください。

スイッチ 機能
設定内容

OFF ON
SW5 1 集中管理スイッチ設定（システムコントローラーとの接続） 無 有

2～10 － － －
SW6 1 アクティブフィルター接続 ※1 無 有

2 － － －
3 － － －
4 高静圧設定 － －
5 高静圧設定 － －
6 － － －
7 低騒音モード切替 能力重視 静音重視
8 低騒音／デマンド切替 低騒音 デマンド制御
9 － － －
10 SW4機能切替 サービス LED 機能設定 ,LED3モニタ

SWU1 ユニットアドレス設定（一位） － －
SWU2 ユニットアドレス設定（十位） － －
※1 アクティブフィルターを接続している熱源ユニットのみSW6-1を ONに設定してください。

⑧ 熱源ユニットの機能設定（SW5, SW6）
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<3>システム接続例

①MAリモコンを用いたシステム

②M-NETリモコンを用いたシステム

③MAリモコンとM-NET リモコンを混在したシステム

(A)
(B)
(C)
(D)
(E)
(F)

単一冷媒

単一冷媒

異冷媒グルーピング

単一冷媒

単一冷媒

単一冷媒

なし

なし

なし

集中管理用伝送線に接続あり

室内－熱源伝送線に接続あり

集中管理用伝送線に接続あり

自動アドレス立上げ

手動アドレス立上げ

手動アドレス立上げ

手動アドレス立上げ

手動アドレス立上げ

手動アドレス立上げ

冷媒システム システムコントローラーとの接続 室内外立上げ 備　考掲載頁

ロスナイ複数台接続

分流コントローラー複数台接続

P.309, 310

P.311, 312

P.313, 314

P.315, 316

P.317, 318

P.319, 320

単一冷媒 集中管理用伝送線に接続あり 手動アドレス立上げ

冷媒システム システムコントローラーとの接続 室内外立上げ 備　考掲載頁

P.321, 322

単一冷媒 集中管理用伝送線に接続あり 手動アドレス立上げ P.323, 324

冷媒システム システムコントローラーとの接続 室内外立上げ 備　考掲載頁
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IC

TB5
A B S

TB15
1 2

00

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

00

A1 B2 A1 B2 A1 B2

MA MARC

 LC

TB5
A B S

00

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0000

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

00

A1 B2

MAMAMA

グループ グループ 

グループ グループ 

MA

m
1

L1
1

m
2

L5L4

L13L12

m3

m
5

m
4

換気との連動関係 

※1. BS接続時は室内－熱源自動アドレス
立上げはできません。  

※2. WR2シリーズのみになります。
（WYシリーズでは、OCのTB3、
ICのTB5を接続ください。） 

BC

00

OC

A B S

00
TB7

A B
TB3

OS

A B S

00
TB7

A B
TB3 TB02

A B S

※1

※2

BS

TB02

00

A B S

L3L1 L2

CN41そのまま 
SW2-1 OFF

CN41そのまま 
SW2-1 OFF

① MAリモコンを用いたシステム
（A）単一冷媒システムの場合（室内－熱源自動アドレス立ち上げ）

制 御 線 配 線 例

注意事項 許容長

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ2以上）
Ｌ１＋Ｌ2＋Ｌ3＋Ｌ4＋Ｌ5 ≦200ｍ
Ｌ１＋Ｌ2＋Ｌ3＋Ｌ11＋Ｌ12＋Ｌ13 ≦200ｍ
Ｌ5＋Ｌ4＋Ｌ3＋Ｌ11＋Ｌ12＋Ｌ13　 ≦1000m(500m)

1. 同一グループの室内ユニットにM－NETリモコンとMA
リモコンとの併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のＭＡリモコンは
接続できません。

3. 室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニ
ット（別売）が必要になります。
伝送線用給電拡張ユニットを2台接続する場合は、並列接続に
してください。（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニッ
トの仕様書に従ってください。）

※上記は、分流コントローラーを3台接続した場合の伝送線
用給電拡張ユニット必要台数です（WR2シリーズのみ）。
分流コントローラーの台数が少なく（多く）なる場合、分流
コントローラー1台につき、室内ユニット2台を加算（減算）
してください。

4. 室内グループ運転で発停入力（CN32, CN51, CN41）を使
用する場合、および機能が異なる室内ユニットを同一グループ
運転する場合は「室内－熱源自動アドレス立ち上げ」はできま
せん。
①（B）「室内－熱源手動アドレス立ち上げ」をご参照ください。

5. 単一冷媒系統内に2台以上のロスナイを接続する場合は、
次項の「冷媒系統内ロスナイ2台接続」を参照ください。

接続される室内ユニットが 
224形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
1台 2台 

WY：33～50台 
WR2：27～50台 
WY：27～50台 
WR2：21～39台 

WY： － 
WR2：40～50台 

－ 

接続される室内ユニットに 
224形以上が含まれる場合 

＜ｂ．集中管理用伝送線＞ 
接続不要です
＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
総延長（0.3～1.25ｍｍ2）
ｍ1 ≦200ｍ
ｍ2＋ｍ3 ≦200ｍ
ｍ4＋ｍ5 ≦100ｍ*1 *2

・MA スマートリモコン、MA コンパクトリモコンを接続
　する場合は、シース付 0.3mm2 ケーブルで配線して
　ください。 ）（

MA コンパクトリモコン（PAC-SF01CR シリーズ）の場合、
70 m（１リモコンのみ）となります。
MA スマートリモコンを含む MA リモコンのペア接続時は、
100m 以内としてください。

*1

*2

A1 B2A1 B2A1 B2
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内－熱源伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
熱源ユニット（OC，OS）（注1）の室内－熱源伝送線用端子台（TB3）のＡ、Ｂ端子と分流コントローラー親機（BC）の室 
内－熱源伝送線用端子台（TB02）のＡ，Ｂ端子（WR2シリーズのみ）、および各室内ユニット（IC）の室内－熱源伝送線用端
子台（TB5）のＡ、Ｂ端子を渡り配線します。（無極性2線）
注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。

能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OC，OSのアース端子（ ）と、BCの端子台（TB02）のＳ端子（WR2シリーズのみ）、およびIC
の端子台（TB5）のＳ端子とを渡り配線します。

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
接続不要です。

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
ICのMAリモコン線用端子台（TB15）の1，2端子をそれぞれＭＡリモコン（MA）の端子台に接続します。（無極性2線）
［ペアリモコン運転の場合］
ペアリモコンとする場合は、ICの端子台（TB15）の1，2端子と2つのＭＡの端子台をそれぞれ接続します。
※一方のＭＡリモコンの主従切換を従リモコンに設定してください。（設定方法は、ＭＡリモコンの据付説明書をご覧くださ
い。）

［室内グループ運転の場合］
ICをグループ運転する場合は、同一グループ内の全ICの端子台（TB15）の1，2端子同士を接続し、一方のICの端子台
（TB15）の1，2端子とMAリモコンの端子を接続します。（無極性2線）
※機能が異なる室内ユニットを同一グループ運転する場合は、「室内－熱源自動アドレス立ち上げ」はできません。

＜ｄ．ロスナイ接続＞
ICの端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子とロスナイ（LC）の室内－熱源伝送線用端子台（TB5）を渡り配線します。（無極性2線）
※代表接続例です。
※自動的に冷媒系統内の全室内ユニットと連動登録されます。（ただし、熱源ユニットよりも先にロスナイ（LC）の電源投入
が必要です。）

※一部の室内ユニットとロスナイを連動する場合、ロスナイを連動せずに単独で使用する場合、同一冷媒回路系内に16台を超
える室内ユニットとロスナイを連動する場合または、同一冷媒回路系内にロスナイを2台以上接続する場合は、「室内－熱源
自動アドレス立ち上げ」はできません。

・その他、ロスナイの接続方法については、ロスナイ技術資料を参照してください。
＜ｅ．スイッチ設定＞
アドレス設定は不要です

ユニットまたはコントローラー 
アドレス
設定範囲 設 定 方 法 

工場 
出荷時 

室内 
ユニット 

熱源補助ユニット 
（WR2シリーズのみ） 

ロスナイ 

MA 
リモコン 

熱源ユニット （注2） 

注2．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。 
能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。 

親機 

子機 

従リモコン 

分流コントローラー 

主リモコン 

IC

IC

LC

MA

BC

MA

OC 
OS

手順 

1

2

3

4

5

注  意  事  項 

設定不要 

設定不要 

設定不要 

設定不要 

設定不要 

従リモコン 

00

00

00

00

主 
－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

主従切換により設定 

・分岐口番号の設定が必要です（WR2シリー

・MA コンパクトリモコン
　（PAC-SF01CR シリーズ）は
　ペア接続不可となります。

ズのみ）。 
・機能が異なる室内ユニットを同一グループ
運転する場合は、「室内－熱源自動アドレス
立ち上げ」はできません。
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① MAリモコンを用いたシステム
（B）単一冷媒システムで、かつ、ロスナイ2台以上接続の場合（室内－熱源手動アドレス立ち上げ）

制 御 線 配 線 例

注意事項 許容長

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ2以上）
Ｌ１＋Ｌ2＋Ｌ3＋Ｌ4＋Ｌ5 ≦200ｍ
Ｌ１＋Ｌ2＋Ｌ3＋Ｌ11＋Ｌ12＋Ｌ13 ≦200ｍ

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
接続不要です

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様

1. 同一グループの室内ユニットにＭ－NETリモコンとMAリモコン
との併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のMAリモコンは接続で
きません。

3. 室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニッ
ト（別売）が必要になります。
伝送線用給電拡張ユニットを2台接続する場合は、並列接続にし
てください。（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニット
の仕様書に従ってください。）

※上記は、分流コントローラーを3台接続した場合の伝送線用
給電拡張ユニット必要台数です（WR2シリーズのみ）。分
流コントローラーの台数が少なく（多く）なる場合、分流
コントローラー1台につき、室内ユニット2台を加算（減算）
してください。

L3

BC

54

OC

A B S

51
TB7

A B
TB3 TB02

A B S

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

01

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

02

A1 B2

MA

A1 B2

MA

LC

TB5
A B S

05

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0403

LC

TB5
A B S

06

A1 B2

MA

グループ グループ 

グループ 

L1
1

L5L4

L13L12

換気との連動関係 

OS

A B S

52
TB7

A B
TB3

TB02
A B S

53

BS

L1 L2

CN41そのまま 
SW2-1 OFF

CN41そのまま 
SW2-1 OFF

※1. WR2シリーズのみになります。 
（WYシリーズでは、OCのTB3、ICのTB5を 
 接続ください。）

※1

m
1

m
2

m3

接続される室内ユニットが 
224形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
1台 2台 

WY：33～50台 
WR2：27～50台 
WY：27～50台 
WR2：21～39台 

WY： － 
WR2：40～50台 

－ 

接続される室内ユニットに
224形以上が含まれる場合 
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内－熱源伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
熱源ユニット（OC，OS）（注1）の室内－熱源伝送線用端子台（TB3）のＡ、Ｂ端子と分流コントローラー親機（BC）・子機
（BS）の室内－熱源伝送線用端子台（TB02）のＡ，Ｂ端子（WR2シリーズのみ）、および各室内ユニット（IC）の室内－熱源
伝送線用端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子を渡り配線します。（無極性2線）
注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。

能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OC，OSのアース端子（ ）と、BC，BSの端子台（TB02）のＳ端子（WR2シリーズのみ）およ
びICの端子台（TB5）のＳ端子を渡り配線します。

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
接続不要です。

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様
［2リモコン運転の場合］
①（A）と同様

［室内グループ運転の場合］
①（A）と同様

＜ｄ．ロスナイ接続＞
室内ユニット（IC）の端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子とロスナイ（LC）の端子台（TB5）を渡り配線します。（無極性2線）
※代表接続例です。
※リモコンから室内ユニットとロスナイとの連動登録が必要です。（登録方法は、リモコンの据付説明書をご覧ください。）
・その他、ロスナイの接続方法については、ロスナイ技術資料を参照してください。

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラー 
アドレス
設定範囲 設 定 方 法 

工場 
出荷時 

室内 
ユニット 

ロスナイ 

MA 
リモコン 

熱源ユニット 

熱源補助 
ユニット 
（WR2シリー 
  ズのみ） 

親機 

子機 

従リモコン 

主リモコン 

分流コントローラー 
(親機)

分流コントローラー 
(子機)

IC

LC

MA

MA

OC 
OS

BC

BS

手順 

1

2

3

4

5

注 意 事 項 

51～100

51～100

設定不要 

01～50

01～50

従リモコン 

00

00

00

主 

熱源ユニットアドレス+1

－ 

主従切換により設定 

・親機としたい室内ユニットに、同一
グループ内の最も若いアドレスを設定 

・分流コントローラー子機が存在す
る場合、下記の順にしたがって室内
ユニットアドレス設定を行ってくだ
さい（WR2シリーズのみ）。 

①分流コントローラー親機に接続さ
れる室内ユニット 

②分流コントローラー子機1に接続さ
れる室内ユニット 

③分流コントローラー子機2に接続さ
れる室内ユニット 
この場合、室内ユニットのアドレ
スは①＜②＜③となるように設定し
てください。 

分流コントローラー子機に接続する室
内ユニット内の最も若い室内ユニット
アドレス＋50に設定 

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定  [親機+1, +2, +3,･･･]

同一冷媒回路系熱源ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。 
OC,OSは自動判別されます。（注1） 

全室内ユニット設定後、任意のアド
レスを設定 

・分岐口番号の設定が必要です（WR2
シリーズのみ）。 
・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、同一グ
ループ内の一番機能の多い室内ユ
ニットを親機としてください。 

・室内ユニットのアドレスと重複し

・MA コンパクトリモコン
 （PAC-SF01CR シリーズ）は
　ペア接続不可となります。

ないように設定してください。 

・アドレスを "100"に設定する場合
は"50"としてください。 

・分流コントローラー親機のアドレ
スが、熱源ユニットおよび分流コ
ントローラー子機のアドレスと重
複する場合は、設定範囲内で別の
空きアドレスを設定してください
（WR2シリーズのみ）。
・分流コントローラー子機を接続す
る場合は分流コントローラー親機
が必要です（WR2シリーズのみ）。

注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。 
能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。 

・分流コントローラー子機3～11を
　使用する場合、同様に設定してくだ
　さい。
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IC

TB5
A B S

TB15
1

01

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

03

A1 B2

MA

A1 B2

MA

LC

TB5
A B S

07

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15 TB5 TB15
1 2 1 2

0402

IC

A B S

05

A1 B2

MA

グループ 

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

06

A1 B2

MA

グループ グループ ※1

※1 グループ 

m
2

m
3

換気との連動関係 

m
4

m5

m
1

L12

L22

L11

L21

OC

接続 

CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFFCN41そのまま 

SW2-1 OFF

TB3

TB7

51

OS

TB3

TB7
A B S

52

OC

CN41そのまま 
SW2-1 OFF

CN41そのまま 
SW2-1 OFF

TB3

TB7
A B S

A B

55

OS

TB3

TB7
A B S

A B

56

L3
1

※1. WR2シリーズのみになります。
（WYシリーズでは、OCのTB3、ICの 
TB5を接続ください。）

A

A B S

TB02
A B S

53

BS

BC

TB02

54

BC

TB02

57

① MAリモコンを用いたシステム
（C）異冷媒グルーピング運転の場合 

制 御 線 配 線 例

注意事項 許容長

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ2以上）
Ｌ11＋Ｌ12 ≦200ｍ
Ｌ21＋Ｌ22 ≦200ｍ
Ｌ12＋Ｌ31＋Ｌ21　　  ≦1000m(500m)

＜ｂ．集中管理用伝送線＞ 
Ｌ31＋Ｌ21 ≦200ｍ

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞ 
①（A）と同様     
＜d．熱源ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ2以上）＞

Ｌ12（L11）＋Ｌ31＋Ｌ22 ≦1000ｍ（500ｍ）

1. 同一グループの室内ユニットにＭ－NETリモコンとMAリモコン
との併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のＭＡリモコンは接続で
きません。

3. 異なる熱源ユニットに接続された室内ユニットの端子台（ＴＢ5）
同士を接続しないでください。

4. 熱源ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは、1台
の熱源ユニットのみで実施してください。

5. 熱源ユニットの集中管理用伝送端子台（TB7）のＳ端子のアー
ス処理は、1台の熱源ユニットのみで実施してください。

6. 室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニッ
ト（別売）が必要になります。
伝送線用給電拡張ユニットを2台接続する場合は、並列接続にし
てください。（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニット
の仕様書に従ってください。）

※上記は、分流コントローラーを3台接続した場合の伝送線用
給電拡張ユニット必要台数です（WR2シリーズのみ）。分
流コントローラーの台数が少なく（多く）なる場合、分流
コントローラー1台につき、室内ユニット2台を加算（減算）
してください。

接続される室内ユニットが 
224形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
1台 2台 

WY：33～50台 
WR2：27～50台 
WY：27～50台 
WR2：21～39台 

WY： － 
WR2：40～50台 

－ 

接続される室内ユニットに
224形以上が含まれる場合 

A B S

A BA B B S 2
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
①（B）と同様
［シールド線の処理］
①（B）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
異冷媒回路系熱源ユニットOCの集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子、同一冷媒回路系熱源ユニットOC，OS（注1）の集中管
理用伝送端子台TB7のA、B端子を渡り配線します。
集中管理用伝送線に給電ユニットを接続しない場合は1台の熱源ユニットのみ、制御基板上の給電切換コネクター（CN41）を
（CN40）に差換えます。
注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。

能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OC，OSの端子台（TB7）のＳ端子を渡り配線します。
（CN40）に差換えた1台の熱源ユニットの端子台（TB7）のS端子とアース端子（ ）を短絡します。

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様
［2リモコン運転の場合］
①（A）と同様

［室内グループ運転の場合］
①（B）と同様

＜ｄ．ロスナイ接続＞
①（B）と同様

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラー 
アドレス
設定範囲 設 定 方 法 

工場 
出荷時 

室内 
ユニット 

ロスナイ 

MA 
リモコン 

熱源ユニット 

熱源補助 
ユニット 
（WR2シリー 
  ズのみ） 

親機 

子機 

従リモコン 

主リモコン 

分流コントローラー 
(親機)

分流コントローラー 
(子機)

IC

LC

MA

MA

OC 
OS

BC

BS

手順 

1

2

3

4

5

注 意 事 項 

51～100

51～100

設定不要 

01～50

01～50

従リモコン 

00

00

00

主 

熱源ユニットアドレス+1

－ 

主従切換により設定 

・親機としたい室内ユニットに、同一
グループ内の最も若いアドレスを設定
・分流コントローラー子機が存在す
る場合、下記の順にしたがって室内
ユニットアドレス設定を行ってくだ
さい（WR2シリーズのみ）。 
①分流コントローラー親機に接続さ
れる室内ユニット 
②分流コントローラー子機1に接続さ
れる室内ユニット 
③分流コントローラー子機2に接続さ
れる室内ユニット 
この場合、室内ユニットのアドレ
スは①＜②＜③となるように設定し
てください。 

分流コントローラー子機に接続する室
内ユニット内の最も若い室内ユニット
アドレス＋50に設定 

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定  [親機+1, +2, +3,･･･]

同一冷媒回路系熱源ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。 
OC,OSは自動判別されます。（注1） 

全室内ユニット設定後、任意のアド
レスを設定 

・分岐口番号の設定が必要です（WR2
シリーズのみ）。 
・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、同一グ
ループ内の一番機能の多い室内ユ
ニットを親機としてください。 

・室内ユニットのアドレスと重複し

・MA コンパクトリモコン
　（PAC-SF01CR シリーズ）は
　ペア接続不可となります。

ないように設定してください。 

・アドレスを "100"に設定する場合
は"50"としてください。 

・分流コントローラー親機のアドレ
スが、熱源ユニットおよび分流コ
ントローラー子機のアドレスと重
複する場合は、設定範囲内で別の
空きアドレスを設定してください
（WR2シリーズのみ）。
・分流コントローラー子機を接続す
る場合は分流コントローラー親機
が必要です（WR2シリーズのみ）。

注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。 
能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。 

・分流コントローラー子機3～11を
　使用する場合、同様に設定してくだ
　さい。
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① MAリモコンを用いたシステム
（D）集中管理用伝送線にシステムコントローラーを接続し、熱源ユニットから給電した場合

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

01

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

02

A 
1
B 
2

MA

A 
1
B 
2

MA

 LC

TB5
A B S

07

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0504

 LC

TB5
A B S

08

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

03

A 
1
B 
2

MA

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

06

A 
1
B 
2

MA

A 
1
B 
2

MA

グループ グループ グループ 

グループ グループ 

m3

換気との連動関係 

L3
1

システム 
コントローラー 
A B S

注1

L3
2

OC

接続 

m
2

m
1

CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFF→ONCN41そのまま 

SW2-1 OFF→ON

注1 LMアダプターのみ接続する場合はSW2-1は 
“OFF”のままとしてください。

注2 LMアダプターには、電源単相AC200Vが 
必要です。

TB3

TB7
A B S

A B

51

OS

TB3

TB7
A B S

A B

52

OC

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

TB3

TB7
A B

A B

S

55

OS

TB3

TB7
A B

A B

S

56

A B S

TB02
A B S

53

BS

BC

TB02

54

A B S

BC

TB02

57

L22L21

L12L11

※1

※1. WR2シリーズのみになります。
（WYシリーズでは、OCのTB3、ICの 
TB5を接続ください。）

※1

制 御 線 配 線 例

注意事項 許容長

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ2以上）
Ｌ11＋Ｌ12 ≦200ｍ
Ｌ21＋Ｌ22 ≦200ｍ

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
Ｌ31＋Ｌ32（L21） ≦200ｍ 

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞ 
①（A）と同様

＜d．熱源ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ2以上）＞
L32＋L31＋L12（L11） ≦1000ｍ（500ｍ）
L32＋L22（L21） ≦1000ｍ（500ｍ）
L12（L11）＋L31＋L22（L21） ≦1000ｍ（500ｍ）

1. 同一グループの室内ユニットにＭ－NETリモコンとMA
リモコンとの併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のMAリモコンは接続で
きません。

3. 異なる熱源ユニットに接続された室内ユニットの端子台（TB5）
同士を接続しないでください。

4. 熱源ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは1台の
熱源ユニットのみで実施してください。

5. 給電コネクターを差換えた熱源ユニットで集中管理用伝送端子台
(TB7)のシールドアース(S端子)とアース端子（ ）を短絡して
ください。

6. 室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニッ
ト（別売）が必要になります。
伝送線用給電拡張ユニットを2台接続する場合は、並列接続にし
てください。（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニット
の仕様書に従ってください。）

※上記は、分流コントローラーを3台接続した場合の伝送線用
給電拡張ユニット必要台数です（WR2シリーズのみ）。分
流コントローラーの台数が少なく（多く）なる場合、分流
コントローラー1台につき、室内ユニット2台を加算（減算）
してください。

7. 集中管理用伝送線に給電ユニットを接続する場合、熱源ユニット
の給電切換コネクターは出荷設定のまま（CN41）としてくだ
さい。

接続される室内ユニットが
224形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
1台 2台 

WY：33～50台 
WR2：27～50台 
WY：27～50台 
WR2：21～39台 

WY： － 
WR2：40～50台 

－ 

接続される室内ユニットに 
224形以上が含まれる場合 
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
①（B）と同様
［シールド線の処理］
①（B）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
システムコントローラーのA、B端子、異冷媒回路系熱源ユニットOCの集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子、同一冷媒回路系熱
源ユニットOC，OS（注1）の集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子を渡り配線します。
集中管理用伝送線に給電ユニットを接続しない場合は1台の熱源ユニットのみ、制御基板上の給電切換コネクター（CN41）を
（CN40）に差換えます。
システムコントローラーを接続する場合は、全熱源ユニットの制御基板上の集中管理スイッチ（SW2-1）を“ON”に設定します。
注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。

能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、システムコントローラー，OC，OSの端子台（TB7）のＳ端子を渡り配線します。
（CN40）に差換えた1台の熱源ユニットの端子台（TB7）のS端子とアース端子（ ）を短絡します。

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様
［2リモコン運転の場合］
①（A）と同様

［室内グループ運転の場合］
①（A）と同様

＜ｄ．ロスナイ接続＞
ICの端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子とロスナイ（LC）の室内－熱源伝送線用端子台（TB5）を渡り配線します。（無極性2線）
※代表接続例です。
※システムコントローラーから室内ユニットとロスナイとの連動登録が必要です。（登録方法は、システムコントローラーの

・その他、ロスナイの接続方法については、ロスナイ技術資料を参照してください。

取扱説明書をご覧ください。）
ただし、ON/OFFリモコンおよびLMアダプターのみ接続する場合は、リモコンからの連動登録が必要となります。

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラー 
アドレス
設定範囲 設 定 方 法 

工場 
出荷時 

室内 
ユニット 

ロスナイ 

MA 
リモコン 

熱源ユニット 

熱源補助 
ユニット 
（WR2シリー 
  ズのみ） 

親機 

子機 

分流コントローラー 
(親機)

分流コントローラー 
(子機)

IC

LC

OC 
OS

BC

BS

手順 

1

2

3

4

5

注 意 事 項 

51～100

51～100

01～50

01～50
00

00

00

主 

熱源ユニットアドレス+1

主リモコン MA 設定不要 － 

従リモコン MA 従リモコン 主従切換により設定 

・親機としたい室内ユニットに、同一
グループ内の最も若いアドレスを設定

・分流コントローラー子機が存在す
る場合、下記の順にしたがって室内
ユニットアドレス設定を行ってくだ
さい（WR2シリーズのみ）。 

①分流コントローラー親機に接続さ
れる室内ユニット 

②分流コントローラー子機1に接続さ
れる室内ユニット 

③分流コントローラー子機2に接続さ
れる室内ユニット 
この場合、室内ユニットのアドレ
スは①＜②＜③となるように設定し
てください。 

分流コントローラー子機に接続する室
内ユニット内の最も若い室内ユニット
アドレス＋50に設定 

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定  [親機+1, +2, +3,･･･]

同一冷媒回路系熱源ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。 
OC,OSは自動判別されます。（注1） 

全室内ユニット設定後、任意のアド
レスを設定 

・分岐口番号の設定が必要です（WR2
シリーズのみ）。 

・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、同一グ
ループ内の一番機能の多い室内ユ
ニットを親機としてください。 

・室内ユニットのアドレスと重複し
ないように設定してください。 

・アドレスを"100"に設定する場合は
"50"としてください。 

・分流コントローラー親機のアドレ
スが、熱源ユニットおよび分流コ
ントローラー子機のアドレスと重
複する場合は、設定範囲内で別の
空きアドレスを設定してください
（WR2シリーズのみ）。 

・分流コントローラー子機を接続す
る場合は分流コントローラー親機
が必要です（WR2シリーズのみ）。 

注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。 
能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。 

・MAリモコン配線で実施した室内
グループ設定と同一内容をシステ
ムコントローラーで初期設定して

・MAコンパクトリモコン
 （PAC-SF01CR シリーズ）は
　ペア接続不可となります。

ください。 

・分流コントローラー子機3～11を
　使用する場合、同様に設定してくだ
　さい。
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① MAリモコンを用いたシステム
（E）室内－熱源伝送線にシステムコントローラーを接続した場合（LMアダプター/AE-200J/AE-50J/EW-50J を除く）

注意事項 許容長

制 御 線 配 線 例

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

01

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

02

A 
1
B 
2

MA

A 
1
B 
2

MA

 LC

TB5
A B S

07

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0504

 LC

TB5
A B S

08

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

03

A 
1
B 
2

MA

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

06

A 
1
B 
2

MA

A 
1
B 
2

MA

グループ グループ 

グループ グループ 

m3

換気との連動関係 

OC

接続 

m
2

m
1

CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFF→ONCN41そのまま 

SW2-1 OFF→ON

注1 LMアダプター/AE-200J/AE-50J/EW-50J は
　　  室内外伝送線に接続できません。

TB3

TB7
A B S

A B

51

OS

TB3

TB7
A B S

A B

52

OC

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

TB3

TB7
A B S

A B

55

OS

TB3

TB7
A B S

A B

56

L3
1

システム 
コントローラー 
A B S

注1

L2
5

A B S

TB02
A B S

53
BS

BC

TB02

54

A B S

BC

TB02

57

L22L21

L12L11

※1

※1. WR2シリーズのみになります。
（WYシリーズでは、OCのTB3、 
ICのTB5を接続ください。）

※1

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ2以上）
L11＋L12 ≦200ｍ
L21＋L22 ≦200ｍ
L25

＜ｂ．集中管理用伝送線＞ 
L31＋L25（L21） ≦200ｍ 

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様

＜d．熱源ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ2以上）＞
L25＋L31＋L12（L11） ≦1000ｍ（500ｍ）
L12（L11）＋L31＋L22（L21）≦1000ｍ（500ｍ）

1. 同一グループの室内ユニットにＭ－NETリモコンとMAリモコンとの
併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のMAリモコンは接続できま
せん。

3. 異なる熱源ユニットに接続された室内ユニットの端子台（TB5）同士
を接続しないでください。

4. 熱源ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは、1台の熱
源ユニットのみで実施してください。

5. 熱源ユニットの集中管理用伝送端子台（TB7）のＳ端子のアース処理
は1台の熱源ユニットのみで実施してください。

6. 室内－熱源伝送線に接続できるシステムコントローラーは最大3台です。
7. 室内ユニットの合計が20台（224形以上の室内ユニットが含まれる
場合は12台）を超える場合は、システムコントローラーを室内－熱
源伝送線に接続できない場合があります（WR2シリーズのみ）。
上記は、分流コントローラーを3台接続した場合の室内ユニット合計
台数です。
分流コントローラーの台数が少なく（多く）なる場合、分流コントロー
ラー1台につき、室内ユニット2台を加算（減算）してください。

8. 224形以上の室内ユニットが含まれ、室内ユニットの合計が18台を
超える場合は、システムコントローラーを室内－熱源伝送線に接続で
きない場合があります。

9. 室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニット
（別売）が必要になります。
伝送線用給電拡張ユニットを2台接続する場合は、並列接続にしてく
ださい。（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源ユニットの仕様書に
従ってください。）

※上記は、分流コントローラーを3台接続した場合の伝送線用給
電拡張ユニット必要台数です（WR2シリーズのみ）。分流コン
トローラーの台数が少なく（多く）なる場合、分流コントロー
ラー1台につき、室内ユニット2台を加算（減算）してください。

接続される室内ユニットが 
224形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
1台 2台 

WY：33～50台 
WR2：27～50台 
WY：27～50台 
WR2：21～39台 

WY： － 
WR2：40～50台 

－ 

接続される室内ユニットに 
224形以上が含まれる場合 

グループ 

≦200ｍ
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内－熱源伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
熱源ユニット（OC，OS）（注1）の室内－熱源伝送線用端子台（TB3）のＡ、Ｂ端子と分流コントローラー親機（BC）・子機
（BS）の室内－熱源伝送線用端子台（TB02）のA、B端子（WR2シリーズのみ）、各室内ユニット（IC）の室内－熱源伝送線
用端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子、およびシステムコントローラーのS端子を渡り配線します。（無極性2線）
注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。

能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OC，OSのアース端子（　　）とBC，BSの端子台（TB02）のS端子（WR2シリーズのみ）、
ICの端子台（TB5）のＳ端子、およびシステムコントローラーのS端子とを渡り配線します。

＜ｂ．集中管理用伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
異冷媒回路系熱源ユニットOCの集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子、同一冷媒回路系熱源ユニットOC，OSの集中管理用伝送
端子台TB7のA、B端子を渡り配線します。
集中管理用伝送線に給電ユニットを接続しない場合は1台の熱源ユニットのみ、制御基板上の給電切換コネクター（CN41）を
（CN40）に差換えます。
システムコントローラーを接続する場合は、全熱源ユニットの制御基板上の集中管理スイッチ（SW2-1）を“ON”に設定します。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OC，OSの端子台（TB7）のＳ端子を渡り配線します。
（CN40）に差換えた1台の熱源ユニットの端子台（TB7）のS端子とアース端子（ ）を短絡します。

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様
［2リモコン運転の場合］
①（A）と同様

［室内グループ運転の場合］
①（A）と同様

＜ｄ．ロスナイ接続＞
ICの端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子とロスナイ（LC）の室内－熱源伝送線用端子台（TB5）を渡り配線します。（無極性2線）
※代表接続例です。
※システムコントローラーから室内ユニットとロスナイとの連動登録が必要です。（登録方法は、システムコントローラーの

・その他、ロスナイの接続方法については、ロスナイ技術資料を参照してください。
取扱説明書をご覧ください。）ただし、ON/OFFリモコンのみ接続する場合は、リモコンから連動登録を行ってください。

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラー 
アドレス
設定範囲 設 定 方 法 

工場 
出荷時 

室内 
ユニット 

ロスナイ 

MA 
リモコン 

熱源ユニット 

熱源補助 
ユニット 
（WR2シリー 
  ズのみ） 

親機 

子機 

従リモコン 

主リモコン 

分流コントローラー 
(親機)

分流コントローラー 
(子機)

IC

LC

MA

MA

OC 
OS

BC

BS

手順 

1

2

3

4

5

注 意 事 項 

51～100

51～100

設定不要 

01～50

01～50

従リモコン 

00

00

00

主 

熱源ユニットアドレス+1

－ 

主従切換により設定 

・親機としたい室内ユニットに、同一
グループ内の最も若いアドレスを設定
・分流コントローラー子機が存在す
る場合、下記の順にしたがって室内
ユニットアドレス設定を行ってくだ
さい（WR2シリーズのみ）。 

①分流コントローラー親機に接続さ
れる室内ユニット 

②分流コントローラー子機1に接続さ
れる室内ユニット 

③分流コントローラー子機2に接続さ
れる室内ユニット 
この場合、室内ユニットのアドレ
スは①＜②＜③となるように設定し
てください。 

分流コントローラー子機に接続する室
内ユニット内の最も若い室内ユニット
アドレス＋50に設定 

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定  [親機+1, +2, +3,･･･]

同一冷媒回路系熱源ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。 
OC,OSは自動判別されます。（注1） 

全室内ユニット設定後、任意のアド
レスを設定 

・分岐口番号の設定が必要です（WR2
シリーズのみ）。 
・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、同一グ
ループ内の一番機能の多い室内ユ
ニットを親機としてください。 

・室内ユニットのアドレスと重複し
ないように設定してください。 

・アドレスを"100"に設定する場合は
"50"としてください。 

・分流コントローラー親機のアドレ
スが、熱源ユニットおよび分流コ
ントローラー子機のアドレスと重
複する場合は、設定範囲内で別の
空きアドレスを設定してください
（WR2シリーズのみ）。 

・分流コントローラー子機を接続す
る場合は分流コントローラー親機
が必要です（WR2シリーズのみ）。 

注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。 
能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。 

・MAリモコン配線で実施した室内
グループ設定と同一内容をシステ
ムコントローラーで初期設定して

・MA コンパクトリモコン
 （PAC-SF01CR シリーズ）は
　ペア接続不可となります。

ください。 

・分流コントローラー子機3～11を
　使用する場合、同様に設定してくだ
　さい。
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制 御 線 配 線 例

注意事項 許容長

L11

L21

OC

TB3

TB7
A B S

A B

51

L3
1

接続 

システム 
コントローラー 
A B S

注1

L3
2

CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFF→ONCN41そのまま 

SW2-1 OFF→ON
OS1

TB3

TB7
A B S

A B

52

OC

TB3

TB7
A B S

A B

54

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

OS1

TB3

TB7
A B S

A B

55

注1 LMアダプターのみ接続する場合は、SW2-1は“OFF”のままとしてください。
注2 LMアダプターには、電源単相AC200Vが必要です。

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

01

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

02

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

04

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

06

A1 B2

MA

A1 B2

MA

A1 B2

MA

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0503

グループ グループ 

L12

L22

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

07

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

08

A1 B2

MA

グループ 

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

09

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

10

A1 B2

MA

グループ 

A1 B2

MA

BC

BC

TB02
A B S

5753

TB1
A B S

BS

TB02
A B S

BS

TB1
A B S

1 1 2 1 222 12

1 1 2 4 4

LC

TB5
A B S

14323 4

内は分岐口番号 
分流コントローラーとの接続関係 

5956

換器との連動関係 

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

11

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

12

A1 B2

MA

グループ 

61

BS

TB02
A B S

1 2

LC

TB5
A B S

1312

m2

m3

m1

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ2以上）
Ｌ11＋Ｌ12 ≦200ｍ
Ｌ21＋Ｌ22 ≦200ｍ

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
L31＋L32（L21） ≦200ｍ

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞ 
①（A）と同様

＜d．熱源ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ2以上）＞
L32＋L31＋L12（L11） ≦1000ｍ（500ｍ）
L32＋L22（L21） ≦1000ｍ（500ｍ）
L12（L11）＋L31＋L22（L21）≦1000ｍ（500ｍ）

1. 同一グループの室内ユニットにＭ－NETリモコンとMA
リモコンとの併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のＭＡリモコンは
接続できません。

3. 異なる熱源ユニットに接続された室内ユニットの端子台
（TB5）同士を接続しないでください。
4. 熱源ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは1
台の熱源ユニットのみで実施してください。

5. 給電コネクターを差換えた熱源ユニットで集中管理用伝送
端子台(TB7)のシールドアース(S端子)とアース端子（ ）
を短絡してください。

6. 室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張
ユニット（別売）が必要になります。
伝送線用給電拡張ユニットを2台接続する場合は、並列接
続にしてください。（室内ユニットの接続可能台数は、各熱
源ユニットの仕様書に従ってください。）

※上記は、分流コントローラーを3台接続した場合の伝
送線用給電拡張ユニット必要台数です。分流コントロ
ーラーの台数が少なく（多く）なる場合、分流コント
ローラー1台につき、室内ユニット2台を加算（減算）
してください。

7. 集中管理用伝送線に給電ユニットを接続する場合、熱源ユ
ニットの給電切換コネクターは出荷設定のまま（CN41）
としてください。

① MAリモコンを用いたシステム
（F）分流コントローラー（複数台）接続（集中管理用伝送線にシステムコントローラー接続）した場合（WR2シリーズのみ）

接続される室内ユニットが 
224形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
1台 2台 

27～50台 － 

21～39台 40～50台 接続される室内ユニットに 
224形以上が含まれる場合 

グループ グループ 
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内－熱源伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
熱源ユニット（OC，OS）（注1）の室内－熱源伝送線用端子台（TB3）のＡ、Ｂ端子と分流コントローラー親機（BC）・子機
（BS）の室内－熱源伝送線用端子台（TB02）のA，B端子、各室内ユニット（IC）の室内－熱源伝送線用端子台（TB5）のＡ、
Ｂ端子を渡り配線します。（無極性2線）
注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）

にOC，OSとなります。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OC，OSのアース端子（ ）と、BC（BS）の端子台（TB02）およびICの端子台（TB5）のＳ端
子とを渡り配線します。

＜ｂ．集中管理用伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
システムコントローラーのA、B端子、異冷媒回路系熱源ユニットOCの集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子、同一冷媒回路系熱
源ユニットOC，OSの集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子を渡り配線します。
集中管理用伝送線に給電ユニットを接続しない場合は1台のOCのみ、制御基板上の給電切換コネクター（CN41）を（CN40）
に差換えます。
システムコントローラーを接続する場合は、全熱源ユニットの制御基板上の集中管理スイッチ（SW2-1）を“ON”に設定します。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、システムコントローラー，OC，OSの端子台（TB7）のＳ端子を渡り配線します。
（CN40）に差換えた1台のOCの端子台（TB7）のS端子とアース端子（ ）を短絡します。

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
ICのMAリモコン線用端子台（TB15）の1，2端子をそれぞれＭＡリモコン（MA）の端子台に接続します。（無極性2線）
［ペアリモコン運転の場合］
ペアリモコンとする場合は、ICの端子台（TB15）の1，2端子と2つのＭＡの端子台をそれぞれ接続します。
※一方のＭＡリモコンの主従切換を従リモコンに設定してください。（設定方法は、ＭＡリモコンの据付説明書をご覧ください。）

［室内グループ運転の場合］
ICをグループ運転する場合は、同一グループ内の全ICの端子台（TB15）の1，2端子同士を接続し、一方のICの端子台
（TB15）の1，2端子とMAリモコンの端子を接続します。（無極性2線）
※機能が異なる室内ユニットを同一グループ運転する場合は、「室内－熱源自動アドレス立上げ」はできません。

＜ｄ．ロスナイ接続＞
ICの端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子とロスナイ（LC）の室内－熱源伝送線用端子台（TB5）を渡り配線します。（無極性2線）
※代表接続例です。

・その他、ロスナイの接続方法については、ロスナイ技術資料を参照してください。

※システムコントローラーから室内ユニットとロスナイとの連動登録が必要です。（登録方法は、システムコントローラーの
取扱説明書をご覧ください。）
ただし、ON/OFFリモコンおよびLMアダプターのみ接続する場合は、リモコンからの連動登録が必要となります。

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下のとおり、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラー 
アドレス
設定範囲 設 定 方 法 

工場 
出荷時 

ロスナイ 

MA 
リモコン 

熱源ユニット 

注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）に 
OC，OSとなります。 

子機 

LC

OC 
OS

手順 

2

3

4

注 意 事 項 

室内 
ユニット 

親機 IC1 01～50 00

51～100

01～50 00

00

主 
主リモコン MA 設定不要 － 

従リモコン MA 従リモコン 主従切換により設定 

同一グループ内の親機アドレスに連番で設
定  [親機+1, +2, +3,･･･]

親機としたい室内ユニットに、同一グループ内の
最も若いアドレスを設定 
・分流コントローラー子機が存在する場合、下記の 
 順にしたがって室内ユニットアドレス設定を行っ 
 てください。 
  ①分流コントローラー親機に接続される室内ユニット 
  ②分流コントローラー子機1に接続される室内ユニット 
  ③分流コントローラー子機2に接続される室内ユニット 
 この場合、室内ユニットのアドレスは①＜②＜③ 
 となるように設定してください。

冷媒系内の室内ユニットの中で最も若いアド
レス+50。同一冷媒回路系熱源ユニットの
アドレスは連番に設定してください。
OC,OSは自動判別されます。（注1） 

全室内ユニット設定後、任意のアドレスを
設定 

・室内ユニットのアドレスと重複
しないように設定してください。 

・分岐口番号の設定が必要です。 
・機能が異なる室内ユニットを
同一グループ運転する場合は、
同一グループ内の一番機能の
多い室内ユニットを親機とし
てください。 

・MAリモコン配線で実施した室

・MA コンパクトリモコン
 （PAC-SF01CR シリーズ）は
　ペア接続不可となります。

内グループ設定と同一内容を
システムコントローラーで初
期設定してください。 

・アドレスを"100"に設定する
場合は"50"としてください。 

熱源補助 
ユニット 

5
00

分流コントローラー 
（子機） BS 51～100 分流コントローラー子機に接続する室内ユニット 

内の最も若い室内ユニットアドレス+50

分流コントローラー 
（親機） BC 51～100 熱源ユニットアドレス+1

・アドレスを"100"に設定する場合
は"50"としてください。 

・分流コントローラー親機のアドレ
スが、熱源ユニットおよび分流コ
ントローラー子機のアドレスと重
複する場合は、設定範囲内で別の
空きアドレスを設定してくださ
い。 

・分流コントローラー子機を接続す
る場合は分流コントローラー親機
が必要です。 

・分流コントローラー子機3～11を使用する場合、
　同様に設定してください。
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② MーNETリモコンを用いたシステム

制 御 線 配 線 例

注意事項 許容長

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

01

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

02

 LC

TB5
A B S

07

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0504

 LC

TB5
A B S

08

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

03

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

06

グループ グループ グループ 

グループ グループ 

A1B2

RC
101

A1B2

RC
102

A1B2

RC
103

換気との連動関係 

L3
1

システム 
コントローラー 
A B S

注1

L3
2

OC

接続 

m
1

CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFF→ONCN41そのまま 

SW2-1 OFF→ON

注1 LMアダプターのみ接続する場合はSW2-1は 
“OFF”のままとしてください。 

注2 LMアダプターには、電源単相AC200Vが 
  必要です。

TB3

TB7
A B S

A B

51

OS

TB3

TB7
A B S

A B

52

OC

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

TB3

TB7
A B S

A B

55

OS

TB3

TB7
A B S

A B

56

104

A1 B2

RC
154

A1 B2

RC

m
3

106

A1 B2

RC

m
2

A B S

TB02
A B S

53
BS

BC

TB02

54

A B S

BC

TB02

57

L12L11

L22L21

※1

※1. WR2シリーズのみになります。
（WYシリーズでは、OCのTB3、ICの 

   TB5を接続ください。）

※1

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ2以上）
Ｌ11＋Ｌ12 ≦200ｍ
Ｌ21＋Ｌ22 ≦200ｍ

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
Ｌ31＋Ｌ32（L21） ≦200ｍ 

＜ｃ．ＭーNETリモコン配線＞
総延長（0.3～1.25ｍｍ2）
ｍ1 ≦10ｍ
ｍ2＋ｍ3 ≦10ｍ
ただし、10mを超える場合は、配線径を1.25mm2とし、
＜a．室内－熱源伝送線＞の内数としてください。

＜d．熱源ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ2以上）＞
L32＋L31＋L12（L11） ≦1000ｍ（500ｍ）
L32＋L22（L21） ≦1000ｍ（500ｍ）
L12（L11）＋L31＋L22（L21） ≦1000ｍ（500ｍ）

1. 同一グループの室内ユニットにＭ－NETリモコンとMAリモコン
との併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のＭ－NETリモコンは接
続できません。

3. 異なる熱源ユニットに接続された室内ユニットの端子台（TB5）
同士を接続しないでください。

4. 熱源ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは1台の
熱源ユニットのみで実施してください。

5. 熱源ユニットの集中管理用伝送端子台（TB7）のＳ端子のアー
ス処理は1台の熱源ユニットのみで実施してください。

6. 室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニッ
ト（別売）が必要になります。
伝送線用給電拡張ユニットを2台もしくは3台接続する場合は、
並列接続にしてください。（室内ユニットの接続可能台数は、各
熱源ユニットの仕様書に従ってください。）

※上記は、分流コントローラーを3台接続した場合の伝送線
用給電拡張ユニット必要台数です（WR2シリーズのみ）。
分流コントローラーの台数が少なく（多く）なる場合、分
流コントローラー1台につき、室内ユニット2台を加算（減
算）してください。

7. 集中管理用伝送線に給電ユニットを接続する場合、熱源ユニット 
の給電切換コネクターは出荷設定のまま（CN41）としてくだ
さい。

接続される室内ユニットが 
224形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
1台 

WY：21～40台 
WR2：15～34台 
WY：17～32台 
WR2：11～26台 

WY：41～42台 
WR2：35～50台 
WY：33～42台 
WR2：27～42台 

3台 2台 

WY： － 
WR2：43～50台 

－ 

接続される室内ユニットに 
224形以上が含まれる場合 
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
①（C）と同様
［シールド線の処理］
①（A）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
①（D）と同様
［シールド線の処理］
①（D）と同様

＜ｃ．Ｍ－NETリモコン配線＞
MーNETリモコンは、室内－熱源伝送線上のどこにでも接続可能です。
［2リモコン運転の場合］
e．スイッチ設定を参照ください。

［室内グループ運転の場合］（異冷媒グループ含む）
e．スイッチ設定を参照ください。

＜ｄ．ロスナイ接続＞
①（D）と同様
＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラー 
アドレス
設定範囲 設 定 方 法 

工場 
出荷時 

室内 
ユニット 

ロスナイ 

M-NET 
リモコン 

熱源ユニット 

熱源補助 
ユニット 
（WR2シリー 
  ズのみ） 

親機 

子機 

従リモコン 

主リモコン 

分流コントローラー 
(親機)

分流コントローラー 
(子機)

IC

LC

RC

RC

OC 
OS

BC

BS

手順 

1

2

3

4

5

注 意 事 項 

51～100

51～100

101～150

151～200

01～50

01～50 00

00

00

101

熱源ユニットアドレス+1

同一グループ内の親機アドレス＋150

同一グループ内の親機アドレス＋100

・親機としたい室内ユニットに、同一
グループ内の最も若いアドレスを設定 
・分流コントローラー子機が存在す
る場合、下記の順にしたがって室内
ユニットアドレス設定を行ってくだ
さい（WR2シリーズのみ）。 
①分流コントローラー親機に接続さ
れる室内ユニット 
②分流コントローラー子機1に接続さ
れる室内ユニット 
③分流コントローラー子機2に接続さ
れる室内ユニット 
この場合、室内ユニットのアドレ
スは①＜②＜③となるように設定し
てください。 

分流コントローラー子機に接続する室
内ユニット内の最も若い室内ユニット
アドレス＋50に設定 

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定  [親機+1, +2, +3,･･･]

同一冷媒回路系熱源ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。 
OC,OSは自動判別されます。（注1） 

全室内ユニット設定後、任意のアド
レスを設定 

・分岐口番号の設定が必要です（WR2
シリーズのみ）。 
・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、同一グ
ループ内の一番機能の多い室内ユ
ニットを親機としてください。 

・室内ユニットのアドレスと重複し
ないように設定してください。 

・アドレスを"100"に設定する場合
は"50"としてください。 
・分流コントローラー親機のアドレ
スが、熱源ユニットおよび分流コ
ントローラー子機のアドレスと重
複する場合は、設定範囲内で別の
空きアドレスを設定してください
（WR2シリーズのみ）。 
・分流コントローラー子機を接続す
る場合は分流コントローラー親機
が必要です。 

注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。 
能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。 

・100の位を設定する必要はありま
せん。 
・アドレスを"200"に設定する場合
は"00"としてください。 

・分流コントローラー子機3～11を
　使用する場合、同様に設定してくだ
　さい。
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③ MAリモコンとMーNETリモコンを混在したシステム

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

01

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

02

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

06

106

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

05

A1 B2

MA

A1 B2

RC

A1 B2

MA

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0403

グループ グループ 

グループ グループ 

104
A1 B2

RC

OC

接続 

CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFF→ONCN41そのまま 

SW2-1 OFF→ON

TB3

TB7
A B S

A B

51

OS

TB3

TB7
A B S

A B

52

OC

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

TB3

TB7
A B S

A B

54

OS

TB3

TB7
A B

A B

S

55

L3
1

システム 
コントローラー 
A B S

注1

L3
2

注1 LMアダプターのみ接続する場合は、 
SW2-1は“OFF”のままとしてください。

注2 LMアダプターには、電源単相AC200Vが 
必要です。

A B S

TB02
A B S

56

BS

BC

TB02

53

A B S

BC

TB02

57

L22L21

L12L11

※1

※1. WR2シリーズのみになります。 
   （WYシリーズでは、OCのTB3、ICの 
   TB5を接続ください。） 
 
 

※1

m
2

n1

m
1

m3

制 御 線 配 線 例

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ2以上）
Ｌ11＋Ｌ12 ≦200ｍ
Ｌ21＋Ｌ22 ≦200ｍ

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
Ｌ31＋L32（L21） ≦200ｍ 

＜ｃー1．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様

＜ｃー2．ＭーNETリモコン配線＞
総延長（0.3～1.25ｍｍ2）
n1 ≦10ｍ
ただし、10mを超える場合は、配線径を1.25mm2とし、
＜a．室内－熱源伝送線＞の内数としてください。

＜d．熱源ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ2以上）＞
L32＋L31＋L12（L11） ≦1000ｍ（500ｍ）
L32＋L22（L21） ≦1000ｍ（500ｍ）
L12（L11）＋L31＋L22（L21） ≦1000ｍ（500ｍ）

1. 必ずシステムコントローラーを接続してください。
2. 同一グループの室内ユニットにＭ－NETリモコンとMAリモコン
との併用接続はできません。

3. MAリモコンに接続される室内ユニットはＭ－NETリモコンに接
続される室内ユニットよりも若いアドレスとしてください。

4. 同一グループの室内ユニットに3台以上のＭ－NETリモコンは接
続できません。

5. 同一グループの室内ユニットに3台以上のMAリモコンは接続でき
ません。

6. 異なる熱源ユニットに接続された室内ユニットの端子台（TB5）
同士を接続しないでください。

7. 熱源ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは1台の
熱源ユニットのみで実施してください。

8. 熱源ユニットの集中管理用伝送端子台（TB7）のＳ端子のアース
処理は1台の熱源ユニットのみで実施してください。

9. 室内ユニット接続台数が以下の場合は、伝送線用給電拡張ユニッ
ト（別売）が必要になります。
伝送線用給電拡張ユニットを2台もしくは3台接続する場合は、並
列接続にしてください。（室内ユニットの接続可能台数は、各熱源
ユニットの仕様書に従ってください。）

※上記は、分流コントローラーを3台接続した場合の伝送線用
給電拡張ユニット必要台数です（WR2シリーズのみ）。分流
コントローラーの台数が少なく（多く）なる場合、分流コン
トローラー1台につき、室内ユニット2台を加算（減算）し
てください。

10. 集中管理用伝送線に給電ユニットを接続する場合、熱源ユニット
の給電切換コネクターは出荷設定のまま（CN41）としてくだ
さい。

注 意 事 項 許容長

接続される室内ユニットが 
224形未満の場合 

伝送線用給電拡張ユニット（別売）必要台数 
1台 2台 

WY：21～40台 
WR2：15～34台 
WY：17～32台 
WR2：11～26台 

WY：41～42台 
WR2：35～50台 
WY：33～42台 
WR2：27～42台 

3台 

WY： － 
WR2：43～50台 

－ 

接続される室内ユニットに 
224形以上が含まれる場合 
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内－熱源伝送線＞
①（C）と同様
［シールド線の処理］
①（A）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
①（D）と同様

［シールド線の処理］
①（D）と同様

＜ｃ-1．ＭＡリモコン配線＞, ［2リモコン運転の場合］, ［室内グループ運転の場合］
①（A）と同様

＜ｃ-2．ＭーNETリモコン配線＞, ［2リモコン運転の場合］, ［室内グループ運転の場合］
②と同様

＜ｄ．ロスナイ接続＞
①（D）と同様

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラー アドレス
設定範囲 設 定 方 法 工場 

出荷時 

MA 
リモコン 
での操作 

室内 
ユニット 

ロスナイ 

M-NET 
リモコン 
での操作 

M-NET 
リモコン 

熱源ユニット 

親機 

子機 

従リモコン 

主リモコン 

IC

IC

室内 
ユニット 

親機 

子機 

IC

IC

LC

RC

RC

MA 
リモコン 従リモコン 

主リモコン 

MA

MA

OC 
OS

BC

BS

手順 

1

3

2

4

注 意 事 項 

注1．同一冷媒回路系の熱源ユニットのOC，OSは自動判別されます。 
能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OSとなります。 

51～100

101～150

01～50

01～50

01～50

151～200

00

00

00

00

101

主 

熱源ユニットアドレス+1

同一グループ内の親機アドレス+100

同一グループ内の親機アドレス+150

設定不要 

従リモコン 

－ 

主従切換により設定 

・親機としたい室内ユニットに、同一
グループ内の最も若いアドレスを設定

・分流コントローラー子機が存在する
場合、下記の順にしたがって室内ユ
ニットアドレス設定を行ってくださ
い（WR2シリーズのみ）。 

①分流コントローラー親機に接続され
る室内ユニット 

②分流コントローラー子機1に接続さ
れる室内ユニット 

③分流コントローラー子機2に接続さ
れる室内ユニット 
この場合、室内ユニットのアドレス
は①＜②＜③となるように設定して
ください。 

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定  [親機(IC)+1, +2, +3,･･･]

01～50

01～50

・親機としたい室内ユニットに同一グ
ループ内の最も若いアドレスを設定 

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定  [親機(IC)+1, +2, +3,･･･]

同一冷媒回路系熱源ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。 
OC,OSは自動判別されます。（注1） 

全室内ユニット設定後、任意のアドレ
スを設定 

熱源補助 
ユニット 
（WR2シリー 
  ズのみ） 
 
 

分流コントローラー 
（親機） 

分流コントローラー 
（子機） 

5 51～100

分流コントローラー子機に接続する室
内ユニット内の最も若い室内ユニット
アドレス＋50に設定 

・アドレスを"100"に設定する場合
は"50"としてください。 
・分流コントローラー親機のアドレ
スが、熱源ユニットおよび分流コ
ントローラー子機のアドレスと重
複する場合は、設定範囲内で別の
空きアドレスを設定してください
（WR2シリーズのみ）。 
・分流コントローラー子機を接続す
る場合は分流コントローラー親機
が必要です（WR2シリーズのみ）。 

・100の位を設定する必要はありま
せん。 

・アドレスを"200"に設定する場合
は"00"としてください。 

・室内ユニットのアドレスと重複し
ないように設定してください。 

・M-NETリモコンに接続されてい
る室内ユニットのアドレスより若
いアドレスを設定してください。 

・MAリモコン配線で実施した室内
グループ設定と同一内容をシステ
ムコントローラーで初期設定して
ください。 

・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、最も機
能の多い室内ユニットを親機とし
てください。

・分岐口番号の設定が必要です（WR2
シリーズのみ）。 

・MAリモコンに接続されている室内ユ
ニットのアドレスより大きいアドレス
を設定してください。 

・室内グループ設定内容をシステムコン
トローラーで初期設定してください。 

・機能が異なる室内ユニットを同一グル
ープ運転する場合は、最も機能の多い
室内ユニットを親機としてください。 

・分岐口番号の設定が必要です（WR2
シリーズのみ）。 

・分流コントローラー子機に接続する室
内ユニットアドレスは分流コントロー
ラー親機に接続する室内ユニットアド
レスよりも大きなアドレスに設定して
ください（WR2シリーズのみ）。 

・分流コントローラー子機3～11を
　使用する場合、同様に設定してくだ
　さい。
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